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一
、
緒
f

経
濟
と
政
治

資
本

主
義

の
諸
図
は
今

や
世
を
畢
げ

て
危
機

に
直

面
し
て
居
る
。
諸
國
は
、
各

々
そ
の
國
内

に
於

て
は
、
世
界
維
濟
恐
慌
は
克

服

せ
ら
れ
す
、
滞

貨
は
山
積

せ
ら
れ

て
ゐ
る
に
も
拘

ら
す
失
業
者
は
街
頭

に
あ

ふ
れ
、
中
小
商

工
業
者

の
渡
落

は
次
第

に
そ

の
歩

調

を
蓮

か
に
し
、
而
し

て
農

村

の
窮

乏
は
日
に

日
に
急
迫
を
告
げ
、
こ
れ
ら

に
封
す

る
封

策

が
要
求

せ
ら
れ

て
ゐ
る
。
而

し

て
、

國
際
的

に
は
、
關
税
問
題
、
職
債
及

び
賠
償
問
題
、
貨
幣

本
位
制
問
題
、
軍
備
縮
少
問
題
等

が
重
大
問
題

と
な

つ
て
ゐ
る
。

こ
れ
が

た
め
に
會
議

に

つ
ぐ

に
會
議
を
以

つ
て
し

て
も
猫

ほ
足
り
な

い
檬
な
歌
態

で
あ

る
。
贅
本
主
義
諸
國

に
於
け
る
此

の
未
曾
有

の
難

フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
濟
論

一



プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
縄
濟
論

二

局
を
切
抜

け
る
た
め
に
、
今

日
各
國

に
於

い
て
封

内
的
に
は

「
統
制
牧

釜
経
濟
」
封
外
的

に
は

「
侵
略

的
封
鎮
経
濟
」

が
し

き
り

に
提
唱
せ
ら
れ
、
且

つ
そ
れ

が
各
國

に
よ

つ
て
實
践

に
ま

で
移

さ
れ

て
居

る
。
別
言
す

る
と
、
封
内
的

に
は
學
國
的
張
櫨
主
義
、

封
外
的

に
は
侵
略

的
打
倒
主
義

へ
と
向

ひ
つ

Σ
あ
る
。
即
ち
、
『
フ
ァ
ツ
シ
ズ
ム
経
濟
』

が
擾

頭
し

つ

、
あ
る
。
之

に
反
し

て
、

サ

ヴ

ェ
ー
ト
聯
邦

に
於

い
て
は
共
産
主
義

へ
の
建
設

が
行
は
れ

つ

玉
あ
る
。

此

の

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
と
ボ

ル
シ
ェ
ビ
ズ
ム
と
の
二

つ
が
、

今

日

の
世
界

に
於

い
て
相
封
立
す

る
二
大
問
題

を
提
出
し

て
居

る
。
本
稿
は
前
者

を
問
題

と
す

る
。

政

治
と
経
濟

と
は
猫

占
資
本

主
義

の
段
階

に
入

つ
て
か
ら
吹
第

に
結
合

の
度

を
高
め
、
今
日
に
於

て
は
爾
者

の
關
係

は
極
め

て

重
大
な

る
意
義
を
有
す

る
に
至

つ
た
。
『
プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
経
濟
』

に
於
け
る
種

々
の
統
制

は
勿
論
政
治
機
構
を
通
し

て
行

は
れ
な
け

れ
ば
な

ら
な

い
も

の
で
あ

る
か
ら
、

そ
れ
ば

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
政
治

と
手
を
携

へ
て
嚢
達
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム

は
、
國
際
的

に
統

一
せ
ら
れ
た
理
論

に
よ
つ
て
生
れ
た
も

の
で
は
な

い
。
各
國

の
資
本

主
義

の
危
機

に
慮
化
す
る
た
め

に
特
殊
的

に
要
求

せ
ら
れ

た
自
然
獲
生
的
な
る
蓮
動
形
態

で
あ

る
。
故

に
、
そ

の
初
め

に
於

い
て
隠
密

に
提
携

せ
る
経
濟
と
政
治
と
は
、
今

や
公
然

と
融
合
す

る
に
至

つ
た
。

ア
キ
ラ
氏
も
言

ふ
が
如
く
、「
た

と

へ
伊
太
利

の
特
殊
な
経
濟
的
及
び
政
治
的
状
勢

が
伊
太
利

に
於

け
る

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
に
多
く

の
刻

印
を
捺
し
た
と
し
て
も
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
と
言

ふ
も

の
は
、
伊
太
利
特
殊

の
現
象

で
は
な
く

て
、

國
際
的

に
意
義

の
あ
る
大

き
な
現
象

で
あ
る
。
そ
れ

は
、
現
今

の
経
濟
上
及
び
政
治
上

の

一
般
的
情
勢

に
根
ざ
す

も

の
で
あ

る
。
」
①
而

し
て
、
そ
れ
は
初
め



か
ら
何
等
か
の
禽
導
的
理
論
の
定
立
が
あ
つ
て
そ
れ
が
實
践
に
移
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
叉
各
國
に
そ
れ
ぐ

特
殊
性
が
あ
る

に
も
拘

ら
す
、

そ

の
本
質

に
於

て
は
次

の
如
く
理
論
付
け

る
事

が
出
來

る
様
で
あ
る
。

理
論
的

に
言

ふ
と
、

プ
ア
ツ

シ
ズ

ム
は
、

一
般
的
に
は
資

本
主
義

の
帝

國
主
義

的
段
階

に
於
け

る
ブ
ル
ヂ

ョ
ア
猫
裁

の

一
形
態

で
あ
り
、
特
殊

的

に
は
其

の
崩
壌
期

に
於
け

る
危
機
脆
出

の
た
め

の
資

本
攻
勢

の

一
形
態

に
過
ぎ
な

い
。
そ
れ
は
、
経
濟
恐
慌

の
深
刻

化

に

よ

つ

て

湊

落

せ
る
小
市

民
階
級

(
農
民
、
小

生
産
者
、
手
工
業
者

、
小
商
人
、
イ

ン
テ
リ
ゲ

ン
チ
ァ
、

下
級
官
吏
、
技
師
技
手
等
)

及

び

意
識

の
低

い

一
部

の
勢

働
者
贋
を
其

の
大
衆
的
基
礎

と
し
て
成

立
し
、
就
會
民
主

々
義

の
積
極
的
支
持
を
う
け
る
事

な
く
し

て
は
成

功
を
牧
め
得
な

い
も

の
で
あ
り
、
國
輝

主
義

、
民
族
排

外
主
義
、

反
議
會
主
義
、
猫
裁
主
義
、

反
階
級

岡
争
主
義

、
勢
働
者

の
搾

取
、
帝
國

主
義
的
侵

略
職
争

の
煽
動
宣
傅

の
彊
化
等
を

そ

の
本
質

と
す
る
も

の
で
あ
る
。
①

階
級
圖
争

の
激

化
、
政
局

の
不
安

定
、
現
歌
打
破

の
要
求

-

斯

う
し
た
も

の
が
直
接

に

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
を
登

場

せ
し
む

る
具
艘
的
條

件

で
あ
る
。
斯

う
し
た
資
本
主
義

の

一
般
的
危
機
を

表
明
す
る
様
相
は
、
そ
れ
ん
＼

の
國
に
よ
つ
て
必
ナ
し
も
相
同
じ
き
を
得
な
い
か
ら
、
各
國
の
特
殊
的
危
機
に
底
化
す
べ
き
蓮
動

に
も
特
殊
的
の
傾
向
の
あ
る
の
は
極
め
て
自
然
の
事
で
あ
る
。⑲

斯
く
の
如
く
フ
ァ
ッ

シ
ズ
ム
は
、
帝
國
主
義
の
職
後
の
段
階
に
於

い
て

一
般
的
危
機
に
入
り
込
ん
で
ゐ
る
資
本
主
義
の
政
治
的

上
贋
建
築
で
あ
る
。
猫
占
の
稜
展
は
資
本
主
義
の
政
治
的
上
麿
建
築
の
申
に
直
接
に
構
成
的
攣
化
を
齎
ら
し
、
金
融
資
本
と
國
家

機
構
と
の
密
接
な
る
融
合
は
図
家
経
濟
の

『
商
業
化
』
と
私
的
資
本
主
義
的
経
濟
の

『
政
治
化
』
を
意
味
す
る
に
至
つ
た
。
金
融

資
本
と
國
家
機
構
と
の
融
合
は
外
面
に
も
現
は
れ
、
例

へ
ば
猫
佛
通
商
條
約
、
日
猫
通
商
條
約
等
の
如
く
、
個

々
の
國
民
的
猫
占

プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
経
濟
醗

三



プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
濟
論

四

艦
問

の
國
際

貿
易
は
國
家
間

の
公

の
通
商
貿
易

と
殆

ん
ど
同

一
で
あ
る
。

又
、

そ
れ
は
、
國
家

の
極
め
て
積
極
的
な

る
資
本
集
中

政
策
、
金
融
政
策

、
租
税
政
策
、
便

格
政
策
、
信

用
政
策
等

の
方
面

に
も
あ
ら
は
れ
る
。

此

の
過
程
は
猫
占
資
本

主
義

に
と

つ
て

特
徴
的
な

も

の
で
あ

る
。
斯
く

の
如
き
経
濟

と
政
治

の
融
合
は
、
リ
ッ

ペ
ー
氏

の
言

ふ
が
如
く
、
「
本
來
、
猫
占
資
本

が
高
度

な
集

中
性

や
経
濟

の
命
令
構

及
び

そ

の
互
大
な
組
織

に
基

い
て
國
家
機
構
を
直
接
的
及
び

『
猫
占
的
』

に
自

己
に
從
属

せ
し
め
、
そ
し

て
國
家
機
構

に
封
す
る

『
未
組
織
』

の
資
本

の
グ
ル
ー
プ

の
影
響
を
騙
逐
す
る

と
言

ふ
事

を
意
味
す

る
の
で
あ
る
。
し
㈲

斯
く

の
如

く
、
資
本

主
義

的
経
濟

の
危
機

に
際
會
し

て
、
資
本

主
義

の
政
治
的
上
暦
建
築
を

『
内
部

か
ら
』

フ
ァ
ッ
シ

ョ
化
し
、

以

つ
て
金
融
資
本

と
國
家
機
構

の
融
合

の
上

に
於

い
て
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
の
経
濟

を
稜
展

せ
し

め
ん
と
す

る
傾
向

が
強
く
現
れ
ざ

る
を
得

な

か
つ
た

の
で
あ
る
。
蝕

に
銘
記
す

べ
き
は
、
「
政
治
的
意
圖

の
下

に
生
れ

た

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
蓮
動

が
、
経
濟
圖
孚

の
場
面

に
も
彊
く
進
出

し
た
所

に
、
イ
タ
リ
ー

・
フ
ァ
ツ

シ
ズ

ム
の
特
質

が
あ
り
、
」
励

プ
ア
ッ

シ
ズ
ム

一
般

の
特
質
も
亦

此

の
鮎

に
存
す

る
、
と
言

ふ
事

で
あ
る
o

前
述

せ
る
所

に
よ

つ
て
明
か
な
る
が
如
く

、
職
後

に
至

つ
て
か
ら
は
特

に
猫
占
資
本

と
政

治
と

の
融
合
が
そ

の
緊
密

の
度
を
増

し
、
維

濟

と
政
治
と
は
復

昔

日
の
如
く
否
そ
れ
以
上

に
密
接
な
る
關
係
を
保

つ
て

一
身

同
艦

と
な
り

つ
玉
あ

る
が
故

に
、
吾

々
が

『
フ
ァ
ツ

シ
ズ

ム
』

を
云

々
す
る
時

、
そ
れ
は
蕾

に
そ

の
政
治
的

面

の
み
な

ら
す

、
叉
そ

の
経
濟
的
面
を
も
包
含
す

べ
き

で
あ
る
。

即
ち
、
そ

の
中

に
は
経
濟

と
政
治
と
が
融
合
統

一
せ
ら
れ

て
居
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
の
で
あ
る
。
(
そ
れ
故

に
、
『
プ
ア
ッ

シ
ズ

ム
経

濟
』

と
か

『
フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
政
治
』

と
か
言

ふ
の
は
語
弊

が
あ
る

か
も
知
れ
ぬ
。
だ
が
、
實
際

上

の
必
要

と
便

宜
と
は
、
私
を

し



て
斯

か
る
語
を
使
用

せ
し
む
る

に
至

つ
た
。
)

今

、
私

は
直
接

の
問
題

と
し

て
は

フ
ァ
ツ

シ
ズ

ム
の
維
濟
的
面

の
み
を
取
扱

ふ

の
で
あ
る
が
、
そ

の
際

私
は
特

に
次

の
様

な
事

を
明
か
な
ら
し
め
様

と
意
圖
す
る
も

の
で
あ
る
。

一
般

に

フ
ァ
ッ

シ
ズ
ム
は
國
内

政
策

の
問
題

と
し

て
の
み
観

ら
れ

て
ゐ
る
様
で

あ
る
が
、
し

か
し

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
は
軍

に
そ
れ

の
み

に
止
ら
す

樹
外
政
策
を
も
貫

き
、
内
外
相
呼
慮
し

て
同

一
の
プ
ア
ッ

シ
ズ
ム

の
原
理
が
世
界

の
資
本
主
義
列
強

の
中
に
灌

つ
て
居

る
の
で
あ
る
。

こ
れ

は
資
本
主
義

の
諸
國

に
實
践
的

に
叉
は
観

念
的

に
客
観

的

に
與

へ
ら
れ

て
居
る
事
賞

で
あ
る
。
私
は
、
か

玉
る
事
實
を
客
襯

的

に

一
般

的

に
理
論

的
に
読
明

せ
ん
と
す

る
も

の
で
あ
る
。

リ
ッ

ペ
ー
氏
は
日

ふ

「
資
本

主
義

は
そ

の
危
機

の

『
克
服
』

の
た
め

の
新
な

る
政
治
的
手
段
を
國
内
政
策

の
領
域

で
は

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
に
見
出
す

が
、
そ
れ

に
反
し

て
最
も
集
中
的
な

政
治
的
手
段

と
し

て
の
樹
外
政
策

の
領
域

で
は
最
後

に
し

て
且

つ
唯

一
の

『
活
路
』

と
し

て
の
職
争

に
求
め
ね
ば
な
ら
な

い
の
で
あ
る
。
」
⑥

と
。
其
他
多
く

の
人

々
も

こ
れ

と
同

一
の
見
解
を

い
だ

M
て
ゐ

る
。
私
は
此

の
事
實

を
否
定
す

る
も

の
で
は
な
く

、
寧

ろ
此

の
封
内
政
策
と
封
外
政
策

と

の
間

に

一
貫

せ
る
原
理
を
探
究

せ
ん
と

す

る
も

の
で
あ

る
。
即
ち

、
國
内

に
於
け

る

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
と
封
外
政
策
た

る
職

争

と
の
關
係
如
何

を
問
題

と
し
、
爾
者
を
統

一

的

に
設
明

せ
ん
と
す
る
も

の
で
あ
る
。

(二)(一)

ア
キ
ラ
著

、
廣
島

課

『
伊
太
利

に
於

け

る

7
ア

ツ

シ
ズ

ム
蓮
動
』
六
頁

改
澄

牡
版

『
プ
ア
ッ

シ
ズ

ム
研
究
』

中

の
、

篠
村
敏

「
我
國

に
於

け

る

フ
ア
ツ

シ
ズ

ム
論

の
批
剃
」

二
入

二
i

三
頁

プ
ア
ヅ

シ
ズ

ム
経
濟

論

五

ρ



(三)(六)(五)(四)

プ
ア
ッ

シ
ズ

ム
経
濟
論

六

河
野
密

「
フ
ア
ツ

シ
ズ

ム
の
組

織
理
論

」
四
八
ー

五
〇
頁

前

掲
書
中

の
、

赤

松
克
麿

「
各
國

プ
ア
ッ

シ

ョ
蓮
動

の
特
殊
性

」
及

び
、
矢
次

一
次

「
日
本

に
.於

け

る

プ
ア
ッ

シ
ズ

ム
蓮
動

の
展

墓
」
塗
照
。

リ
ツ

ペ
ー
著
、
磯
貝
賓

鐸

『
プ
ア
ヅ
シ
ズ

ム
研
究
』
六
頁

河
野

密

「
プ
ア
ッ

シ
ズ

ム
の
組
織

理
論

」

六
四
頁

"ワ
ツ
ペ

ー
前
椙彌
童
日
、
一一一
首
ハ

闘
口
、

フ

ァ
ッ

シ

ズ

ム
無
聾
濟
脚
へ
の

登

展

『
自
由
』

を

モ
ツ
ト
ー

と
し

て
其

の
稜
展

の
歩
を
踏

み
出
し
た
資
本

主
義

は
、
地
球

の
表
面

の
主
要
な

る
部
分

を

一
種

の
維
濟
的

相

互
依

存
關
係

に
ま

で
結

合
し
た
。

か
く

て
、
昔

の
封
建

的
自
給
自

足
は
過
去

の
夢

と
な
り
、
『
世
界
経
濟
』
が
成
立
し
た
。
ア
メ

リ

カ

の
女
優
は
信
州

の
山
奥

の
繭

か
ら
製

し
た
沓

下
を
愛

用
し
、
日
本
人
も

カ

ナ
ダ

の
小
萎

か
ら
製
し
た

パ

ン
を
食

ふ
。
斯

か
る

　

ラ

経
濟
的
相

互
依
存
關
係

は
、
A
特
殊

の
原
料
及
び
土
地

の
地
理
的
所
在

と
、
B
交

通
蓮
輸

の
素

ば
ら
し

い
稜
達
①

と
言
ふ
二
個

の

(

(

事
實
を
基
礎

と
し
て
焚
達

し
た
も

の
で
あ
る
。
併

し
乍
ら
、
『
世
界
経
濟
』
は
未
だ

一
個

の
政
治

の
下

に
於
け
る

一
個

の
経
濟

に
ま

で
襲
達

し

て
は
居
な

い
。
今

日
、
世
界

に
は
七
十

の
形
式
的
猫
立
國

が
あ
る
。
併

し
、
そ

の
凡

て
が
實
質
的

に
即
ち
経
濟
的

に
猫

立
性

を
具
有

し

て
居

る
も

の
で
は
な

い
。
戦
後

の
世
界

の
政
治
的
實
在

は
、
決

し
て
形
式
的

に
猫
立

せ
る
國
家

で
は
な
く

、
幾

っ

か

の
國
家

の
合
成
せ
る

『
経
濟
群
』

又
は

『
ブ

ロ
ッ
ク
』

で
あ
る
と
言

ふ
事
が
出
來
る

で
あ
ら
う
。
そ
し

て
、
そ

の
各
群

は
各

々

「

'



金
融
資
本
國

に
よ

つ
て
支
配

せ
ら
れ
、

且

つ
そ

の
申

に
は
若
干

の
從
属
的
小
図
家
叉
は
植
民
地
等
を
包
含

し

て
居
る
。
親
近
、
企

業

が

コ
ン
ツ

エ
ル

ン
化

せ
ら
れ

て
偉

大
な
る
猫
占
力
を
嚢
揮
し

つ
製
あ
る
と
同

一
の
傾
向

が
、
諸
國
家

の
間

に
も
現
は
れ
、
今

日

の
世
界

の
政
治
的
實
在
は

『
経
濟
群
』

と
な
り
、
法
律
上
各
箇
猫
立

の
七
十

の
國
家

で
は
な
く
な
り

つ

」
あ
る

の
が
、

一
般
的
傾

向

で
あ
る
。
斯

く

て
、

ア
メ
リ
カ
経
濟

群
、
大
英
経
濟
群

、
佛

蘭
西
経

濟
群
、
極
東

経
濟

群
、
及

び
前
四
者

と
は
そ

の
艦
制
を
異

に
せ
る
サ
ヴ

ェ
ー

ト
維
濟
群

こ
そ
は
、
今

日
の
世
界

の
政
治
的
實
在

で
あ
り
、
國
際
的
諸
問
題

の
殆

ん
ど
大
部
分
は
此

の
各
経
濟

群
が
自

己
を
強
大
な
ら
し
め
ん
が
爲

め

の
岡
孚

か
ら
嚢
生
す
る
も

の
で
あ
る
。

例

へ
ば
、
英
國
産
業
聯

合
會

の
委
員
會
は
、
七
月
二

一
日
オ
ッ
ク

ワ
で
開
か
れ
た
英
帝
國
維
濟
會
議

に

「
英
帝
國

を

一
丸
と
す

る
維

濟
軍
位

を
作
れ
」

と
言

ふ
左

の
如

き
提
案

を
な
し
た
。

「
今

や
、
合
衆
國

は
南
北

爾
米
を
糾
合

し

て
こ
れ
を

一
の
商
業

輩
位

に
纏

め
ん
と
努
力
し
、
極
東

に
於

て
は
日
本

を
申

心
と
す
る
ブ

ロ
ッ
ク
が
形
成

さ
れ

つ

玉
あ

る
。

一
方

欧
洲

に
於

て
は
佛

蘭
西
が

植
民
地
帝
國

の
樹

立
を
計
り

つ
、
あ
り

、
中
欧
諸
國

で
は
提
携
問
題

が
審
議
申

で
あ
る
。

一
方
英

國
及
び
英
帝
國
自
治
領
は
外
國

の
歴
迫

に
よ
り
苦
境

に
あ
る
。
此
事
實
は
英
帝
國
内

に
於
け

る
大

々
的
経
濟
軍
位
設
定

の
必
要
な

る
こ
と
を
示
し

て
ゐ
る
。
」
②
此

の
オ
ッ
タ
ワ
會
議
は
十
二

の
協
約
成
立
を
獲
物
と
し

て
八
月
二
十
日

に
絡

了
し

た
が
、
斯

る
大
英
経
濟

ブ

ロ
ッ
ク
の
主
張
は
、
明

か
に

「
帝
國
主
義
的
色
調

の
強

い
フ
ァ
ッ

シ
ョ
傾
向
」
⑥

で
あ
る
と
言
は
ざ
る
を
得
な

い
。

こ
れ
と
同
様

の
事
を
、『
満
洲
新
國
家

と
極
東
経
濟

ブ

ロ
ッ
ク
』

と
言

ふ
論
文

に
於

い
て
我
國

の
商

工
大
臣
申
島
久
萬

吉
氏
が
主

張
し

て
ゐ
る
。

曰
く
、

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
脛
濟
論

七



〆

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
纒
濟
論

八

「
從
來

日
本

は
世
界
経
濟

の

一
軍
位
と
し

て
産
業

立
國

に
よ
る
原
料
品

の
輸
入
、

工
業

品

の
輪
出
、

工
業

化

に
よ
る
密

集
人

ロ
の

吸
牧
を
意
圖

し
た
る
が
、
世
界
経
濟

に
於
け

る
ブ

ロ
ッ
ク
経
濟

の
蜀
立

と
關
税
戦
争

の
稜

生
は
途

に
其
進

路

に
暗
影
を
投

じ
、
我

が
輕
濟
界

を
し

て
釜

々
不
況

に
陥

ら
し
む
る

に
至

つ
た
。
即
ち
、

ア
メ
リ

カ
及
び

ロ
シ
ア

の
二
大
陸

に
は
巳
に

一
大
経
濟

ブ

ロ
ッ

ク
成
立
し
、

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

に
於

て
は
欧
洲
聯

合
、
英
國

に
於

て
は
英

本
國

と
其
自

治
領
植
民
地
等
と

の
間

に
大
英
同
盟
成

立

せ
ん

と
し
、
是

等
四
大
維
濟

ブ

ロ
ッ
ク
は
其

の
経
濟
圏
内

に
於
け
る
自
由

通
商
を
目
的

と
し
、

一
方
支
那
に
封

し

て
は
門
戸
開
放

、
機

會
均
等
等

の
鐵
則

を
下
し
、
其
飴
剰

生
産
品
を
後
進
資
本

主
義
肚
會

の
多

き
亜
細

亜
市
場

に
於

て
解
決

せ
ん
と
し

て
ゐ
る
。
然

る

に
、
ア

ジ
ア
に
於

け
る
後
進
資
本
主
義
肚
會
は
、
日
本
商

品

の
支
配

圏
内

に
あ
る
が
故

に
、
是

等
四
経
濟

ブ

ロ
ッ
ク
の
門

戸
閉
鎖

と
ア
ジ
ア
進
出
は

日
本

の
工
業
化
政
策

に
封

し
二
重
三
重

の
墜
迫
を
加

ふ
る
も

の
で
あ
る
。
…
…
故

に
、

日
本

と
し
て
は
、
満
蒙
、

朝

鮮
、
内
地

を
打

つ
て

一
丸

と
し
極
東
経

濟
ブ

ロ
ッ
ク
を
組
織
し
、
前
記
四
経
濟

ブ

ロ
ッ
ク
と
封
立
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
」
④

と
。

こ
れ

は
軍
な

る
主
張

た
る
に
止
ら
す
、

政
治
政
策

は
か

、
る
方
向

へ
と
進

め
ら
れ

つ

、
あ
る
。

斯
様

に
し
て
、
今

日
、
暫
ら
く

サ
ヴ

ェ
ー

ト
聯

邦
を
硯
野

の
外

に
置
き
、
資
本
主
義

の
領
域

に
於

い
て
相

剋
し

つ

、
あ
る
維
濟

群
を
観

る
と
、
そ

の
各
群

の
中

に
於
て
は
封
内
的

に
は

『
統
制

牧
釜
経
濟
』

封
外
的

に
は

『
侵
略
的
封
鎖
経
濟
』

が
支
配
的
な
ら

ん
と
す

る

の
傾
向
を
示
し

つ

玉
あ
る

の
で
あ
る
。
即

ち
、
『
自
由
』
を

モ
ッ
ト
ー

と
し

て
生

誕
し
た
資
本
主
義
は
、
其

の
成
長

に
俘

れ

て
次
第

に
猫
占
的
統
制
的
色
彩
を
帯

び
る
様

に
推
移

し
て
來
た
。
肚
會

の
稜
展
を
辮
詮
法

的
に
観
る
と
、
資
本
主
義
は
封
建

経

濟
を
否
定
し

て
即
ち
資
本
家
階
級

が
封
建
諸
候
を
打
ち
倒
し

て
嚢

生
し
、
叉
そ

の
資
本
主
義
は
勢
働
者
階
級

(
及
び
そ

の
指
導

の



下

に
あ
る
中
間
階
級

)
に
よ

つ
て
資
本
家
階
級

が
打
ち

倒
さ
れ
る
事

に
よ

つ
て
否
定

せ
ら
れ

て
共
産

主
義

へ
と
嚢
展
す

る
。
今
吾

々
が
問
題

と
し

て
ゐ
る

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
経
濟
は
統
制
経
濟
を
と
る
も

の
で
あ
り
、

そ
の
限

り

に

於

い

て
自
由
資
本
主
義

で
は
な

い
。
し
か
し
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ
ム
経
濟

に
於

て
支
配

的
地
位

江
あ

る
も

の
は
中
間
贋

と
結
び

つ
い
た
資
本
家
階
級

で
あ
り
、
牧

釜
性

の
原

理
が
作
用
し

て
居
る
限
り

に
於

い
て
は
、
そ
れ

は
依
然

と
し

て
資
本

主
義

の
カ
テ

ゴ
リ
ー

に
入
る
べ
き
も

の
で
あ

る
。
即
ち
、

こ
れ
は
、
資
本
主
義

の
申

に
於

け
る
生
長
獲
展

に
外
な
ら
な

い
。
此

の
意
味

に
於

て
、
資
本
主
義
、
協
同
組
合

主
義

(
フ
ァ
ッ

シ

ズ

ム
維
濟
)
、共
産

主
義

と
云

ふ
風

に
三
者

を
封
等

に
並

べ
て
分
類
す

る
こ
と

は
矛
盾

で
あ
る
。
前
述

の
如
く
協

同
組
合
主
義
即

ち

フ
ァ
ッ

シ
ズ
ム
経

濟
は
、
資
本
主
義

の

一
獲
展
段
階

に
過
ぎ
す
、

そ
こ

に
は
未
だ
利
潤

を
追

求
す

る

『
牧
釜
性
原
理
』

の
支
配

し

て
ゐ
る
事

は
争

へ
な

い
事
實

で
あ
る
。
こ
れ
は
、

た

讐

『
自
由
放
任
』

か
ら

『
統
制
』

へ
と
推
移

せ
る

一
黙

に
於

い
て
、
初
期

の

自
由
資
本

主
義

と
匠
別

せ
ら
れ

る

の
で
あ

る
。

然

ら
ば
、
何
故

に
資
本
主
義

は

フ

ァ
ッ

シ
ョ
の
衣
を
ま

と

つ
た
か
?

『
世
界
経

濟
』

は
自
由
資
本
主
義

の
産
物

で
あ

つ
て
、
安

定

せ
る
貨
幣
本
位
制
度

を
基
調

と
し
て
そ

の
上
に
於
け
る
自
由
貿
易

・
自
由
な

る
金

の
移

動
を
條

件
と
し
て
始
め

て
成
立
し
得
る
も

の
で
あ
る
。
然

る

に
世
界
経
濟

の
稜
展

に
件

れ

て
關
税
戦

孚
は
彌
が
上

に
も
激

化
し
、
又
職
争

、
職
債

及
賠
償
金

の
支
佛
並
び

に

列
張

の
経
濟
力

の
攣
遷
等

に
よ

つ
て

『
金

の
偏
在
』
な

る
現
象

が
嚢
生
す
る

に
及
ん

で
、「
自
由

な
る
商
業
政
策
及
び
世
界
市

場

に

於
け

る
資

本
及
び
商
品

の
経
濟
的

に
均
衡

の
と
れ
た
分
配

の
前
提
」
㈲

た
る
金
本
位
制
は
停

止
叉
は
再
停

止
ぜ
ら
れ
る

の
や
む
な

き

に
立
ち
至
り

、
そ

の
結
果
外
國
爲
替
相

場

の
暴
落

は
新

た

に

『
爲
替
管

理
」

や

『
貿
易
管

理
』
を
生
む

に
至

つ
た
。
斯

か
る
條

■

フ
ア
ツ

シ
ズ

ム
縄
濟
論

九



プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
糊
濟
論

一
〇

件

の
攣
化

は
自
然
畿
生
的

に
所
謂

『
フ
ア
ツ

シ
ズ
ム
維
濟
』
を
生
み
出

さ
ざ
る
を
得
な
く
な

つ
た

の
で
あ
る
。

斯

か
る
獲

展

は
帝
國
主
義

の
焚
展

の
不

可
避
的
結
果

の

一
で
あ
る
。

金
融
資
本

は
、
先
づ
第

一
に
國
内
的
猫
占
を
基
礎

と
す
る
も

の
で
あ
る

が
、
そ
れ
を
更

に
大

い
に
嚢
展

せ
し

め
ん
が
た
め

に
は
そ

の
猫
占

の
及

ぶ
範
園
即

ち
そ

の
租
國

の
領
土
を
援
大

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
所

が
、
凋
占
資
本
主
義
時
代

に
於

て
も
、

自
由
競

争

が
完
全

に
泊
滅
し
て
ゐ
る
の
で
は
な
く
、
相
封

立
す

る
原
則
即
ち
自
由
と
猫

占
と
を
結
合
す

る
事

に
よ

つ
て
猫
占
艦
間

の
競
争

叉
は
猫
占
髄

と
非
猫
占
饅

と
の
間

の
競
争
を

一
暦
激

し
く
す

る

の
み
な

ら
す

、
更

に
舞
毫

を
大

に
し
て
國
際

的
な
規

模

に
於
け

る

金
融
資
本
國

の
競
争
を
更

に

一
暦
激

化
せ
し
め

る
。

こ
れ
が
帝
國
主
義

に
と
つ
て
特

徴
的
な
事

で
あ
る
。
故

に
、
政
治

は
、
斯

か

る
領
土
損

張
慾
を
充
さ
ん
が
た
め

に
、
侵
略
主
義
的
政
策
と
し

て
現
は
れ

る
。
而
し

て
、
職

孚
は
斯

か
る
政
治
的
延
長

の
表

現
で

あ

る
。

「
か
く
し

て
猫
占
的
金
融
資
本

の
時
代
は
帝

國
主
義

の
時
代

で
あ
り
、
職
孚

の
時
代

で
あ

る
。
職

孚
は

い
は

讐

一
種

の
恐

慌

で
あ
る
。
國
際

的
規

模

に
於

て
、
強
度

に
蓄
積

さ
れ
、
集
中

さ
れ

た
資
本

の
更

に
そ

の
集

中
を
完
成

せ

ん

と

す

る

衝
突

で
あ

り
、
『
過
剰
』
な
る
諸
資
本
整

理

の

一
手
段

で
あ
る
。
」
⑥

資
本
主
義

は
商
品
生
産
を
基
礎

と
し

て
ゐ
る
以
上
、
先

づ
そ
の
原
料
及
動

力
資
源

を
手

に
入
れ
る
事
が
必
要

で
あ
り
、
叉
是
等

の

も

の
を
使

つ
て
生
産
し
た
商
品

を
販
費

し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
資
源

は
最
も
彊
く

地
理
的
制
約
を
蒙
り
、
吾

々
が
此

の
世

に
活
き

る
限

り

『
資
源
』

を
離
れ

て
は
人

口
問
題
も
食
糧
問

題
も
解
決
す

る
事

が
出
來
な

い
。
況
ん
や
當
今

の
世
界

の
政
治
経
濟

は
、
此

の
資
源
問
題
を
究
明
せ
ず
し

て
は
、
共

の
現
状
並
び

に
そ

の
將
來

の
動
向

を
眞
實

に
把
握

し
難

い
事

は
言

ふ
ま
で
も
な

い
。
故

に
、

＼



資
源
獲

得
職
箏

は
、
商
品

の
販
路

の
確
保

と
共

に
、
列
強
封

立

の
基
礎
を
な
し

て
居
る
。
商
品
販
費

に
際
し

て
、

ト
ラ

ス
ト
や

カ

ル
テ
ル
の
如
き
猫
占
艦
は
、
高

き
關

税
障
壁

に
保
護

せ
ら
れ

て
ゐ
る

が
故

に
、
外
國
商
品

の
鍮
入
を
防
ぎ
、
①

國
内
市
場

に
於

て

は
高
き
猫
占
債
格
を
保

つ
事

が
出
來

る
。
而

し
て
、
外
國
市
場

に
於

い
て
は
ダ

ン
ピ

ン
グ
す
る
。

此
時
、
國
家

の
輸
出

プ

レ
ミ
ア

ム
制
度

に
よ

つ

て
積

極
的

に
保
護

せ
ら
れ
る
事
も
あ

る
。
叉
、
金
輸
出
禁

止

の
結
果
爲
替
相
場

が
下
落

し
て
楡
出
が
増
進
す

る
に

至

る
事
も
あ
る
。
⑥

斯
様

に

一
國

が
關
税
障
壁

を
高
く
す

る
と
、
他
國
も
そ
れ

に
件
れ

て
高
く
す

る
。
叉
、
前
述

の
如
く
他
國

か

ら
爲
替
下
落

に
よ
り
大
な

る
輸
入
が
行

は
れ
る
様

に
な

る
と
、

そ
れ
丈

け
又
關
税
を
引
上
げ
る
。
⑧
今

や
、
關

税
職
争
は
激

化
し
、

り

世
界
中
到
る
國

に
極
め
て
高
率

の
關
税

が
殆

ん
ど
汎

ゆ
る
商

品
に

つ
い
て
課

せ
ら
れ

る
檬

に
な
り
、
各
國
共

に
輸
出

が
著

し
く
妨

げ
ら
れ
る

に
至

つ
た
。
此

の

一
聯

の
現
象

の
中
に
、
既

に
、
各
國

が
封
外
關
係

に
於

て
各

々
そ

の
経
濟

の
統
制

に
積

極
的
な

る

一

歩
を
進

め

つ

、
あ
る
こ
と
を
、
明

か

に
観
る
事
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。

斯
く

の
如

く
高

い
關

税
障
壁

は
其
虞

へ
の
商
品
楡
出
を
妨
げ
る

の
に
役
立

つ
事

は
疑

の
な

い
所

で
あ

る
が
、
併
し
そ
れ
は
商

品

輸
出

の
代
り

に
資
本

輸
出
を
妨

げ
る
も

の
で
は
な

い
。
即

ち
、
他
國

に
工
場
を
建

て
其
塵

で
商
品
を
生
産

し
販
費
す
る
事

に
よ

つ

て
利
潤
を
得
た
り
、
叉
は
外
國

の
企
業

に
資

本
を
貸
與

し

て
利
子
を
受
取

る
と
言

ふ
方
向

に
進
む
。
金
は
商
品

よ
り

も
容
易

に
國

境
を
超

へ
得

る
。
此

の
資
本

輸
出
は
帝
國
主
義

の

一
大
特
徴

を
な
す
。
⑳

所

が
、
職
後

、
關

税
職
孚

の
激

化
、
職
債

及
賠
償

金
の

支
佛
そ

の
他
経

濟
事
情

の
攣
化

に
基

い
て
金

が
米
佛

の
二
國

に
偏
在
す
る

に
至
り
、
qめ

各
國

は
勢

ひ
金
本
位
制

の
停

止
叉
は
再
停

止
、
爲
替
管

理
、
貿
易
管

理
等

の
方
策

を
用

ひ
て
、
資
本

の
國
外

へ
の
輸
出
即
ち
金

の
流
出

を
妨
げ
、
更

に
此

の
方
面

に
於

て
も
、

プ
ア
ツ
シ
メ
ム
脛
濟
論

一
一



プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
濟
論

一
二

封

外
経
濟
關
係

の
統
制
化

へ
と
進
軍
し

つ

、
あ
る
。

と
は
言

へ
、
現
代

に
於

て
は
商

品
輸
出

よ
り
も
資
本
輸
出
が

ヨ
リ
重
要
な

る
地
位

を
占
め

て
居

る
。
故

に
、

一
九

世
紀

の
初

に

は
販
路
開
拓

の
た

め
に
職
端

を
開

か
う
と
待

ち
構

へ
て
居
た
列
張
は
、
今

や
資
本
輸
出
市
場
張
要

の
た
め
に
、
そ

の
力

を
行
使
し

つ

」
あ
る
。
蓋

し
、
資
本

輸
出

は
商
品
輸
出

よ
り
も
國
家

の
保
護
を

ヨ
リ
多
く
必
要

と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
故

に
、
最

近
四
五
十

年
間

に
於

て
は
、
各
列
張
は
主

と
し
て
資
本
輸
出

の
利
釜
を
確
保
す

る
た
め

に
、
外
交

と
武
力
と
を
襲
動

し
て
植
民
地

の
撞

大
に

苦

心
し

て
居

る
。

故
に
、
國
を
異

に
す
る

二
組

の
資
本
輸
出
者

間

の
利
害

の
翻
臨

を
來

し
た
地
方

に
於

て
は
、
そ

の
背
後

に
あ
る

二
國

の
政
府

は
忽
ち
事
件

の
渦
中

に
捲
込
ま
れ
ざ

る
を
得
な
く
な

る
。
同
様

の
事
は
、
資
源

獲
得
職

及
び
商
品
販
費
職

等

に
就

い

て
も
言

へ
る
。
斯

様
に
し

て
、
國
際

的
競
争

の
當

事
者

は
今

や
近
代
的
軍
備
を
有
す

る
帝
國
主
義
國
家

と
な
り
、
そ

の
競
争

の
決

定
的
手
段
は
職

争
と
な
る
。

而
し

て
、
植
民
地
と
本
國

と

の
交

通
を
圓
滑

に
し
そ
の
統

制
を
完

全
な
ら
し
め
る
事

に
よ
つ
て
そ

の
支
配
を
確
實

に
し
、
且

つ

商

品
族
客
等
を
輸
邊
す
る
上

に
於

い
て
、
交

通
路

の
支
配

と
言

ふ
事

が
極
め

て
重

要
に
な

る
。
此

の
海
陸
室

の
交
通
路

は
、
叉
、

一
朝
職
孚

の
勃
稜

せ
る
秋

に
は
直

ち

に
動
員

ぜ
ら

れ
て
、
極
め

て
重

要
な

る
役
割
を
演
す
る
事

と
な

る
の
で
あ
る
。

斯

く

の
如

き
経
濟
肚
會

の
嚢
展

は
、
必
然
的

に
、
各
列
強
を
し

て
次

の
如
き
地
理
的
制
約

の
下

に
立
た
し
む
る

に
至

つ
た
。
各

列
強
は
、
汎

ゆ
る
原
料
及
び
動

力
資
源

、
商

品
及
び
資
本

の
楡
出
市

場
、
是

等

の
汎

ゆ
る
も
の
を
確
保

せ
ん
と
す

る
欲
求

の
表
れ

と
し

て
の
植
民
地
、
及
び
海
陸
室

の
交
通
路
を
、
直
接

間
接

に
自
己
管
理

の
下

に
置
く
事

の
必
要

に
迫
ら
れ
る
。



若

し
も
列

彊

の
斯

か
る
活
動

に
樹
し

て
何

等

の
障

碍
も
存

し
な

い
な

ら
ば
、
換
言
す

る
と
資
源

も
市
場

も
潤
澤

に
存
す
る
な
ら

ば
、
事
態

は
頗

る
簡
翠

で
あ
る

の
だ

が
、
事
實

は
之

に
反
す

る
。
今

や
世
界

の
領

土
は
凡
て
列
強

に
よ

つ
て
分
割
濟
と
な

つ
て
居

て
、
各

々
経
濟
群
叉
は
ブ

ロ
ッ
ク
を
形
成

し

つ

玉
あ

る
。
此

の
現
實

の
政
治

的
匠
劃

は
決
し

て
経
濟
的
相
互
依
存
關
係
を
そ

の
儘

反
映
し

て
ゐ
る
も

の
で
は
な

い
。

い
ま
、
経

濟
的
相

互
依
存

の
可
能
な

る
維
濟

圏
を
経
濟

地
理
的

に
匠
劃
す
る
と
、
北
米
、
南
米
、

欧
及
近
東

、

ア
ジ
ア
、
中
及
南
阿

、
太
洋
洲

の
六
経
濟
圏

と
爲
す

こ
と
が
出
來

る
で
あ
ら
う
。

こ
れ
は
、
勿
論

、
現
實

の
五
経
濟

群

と

一
致
す
る
も

の
で
は
な

い
。
例

へ
ば
、

カ

ナ
ダ

と
合
衆
國
と
は
、
経
濟
的
相

互
依
存
關
係

と
言

ふ
窯

か
ら
見

る
と
當
然

一
個

の
経
濟
圏
を
形
成
す

べ
き

に
も
拘

ら
す
、
現
實

の
政
治
的
匿
劃
は

こ
れ

を
そ

の
儘
反
映
す
る
事
な
く
、
そ

の
間

に
は
國
境

が
敷

か

れ

て
居
る

の
で
あ
る
。
こ
れ
即
ち

『
地
域
錯
誤
』

で
あ
る
。
そ
れ
故

に
、
現
下

の
世
界

の
政
治
経

濟
的
諸

問
題
を

正
當

に
理
解

す

る
の
鍵

は
、

一
に
懸

つ
て
此

の

『
地
域
錯
誤
』

即

ち

「
経
濟
的
相

互
依
存
關
係
と
政
治
的
分
離

と
言

ふ
事
實
」
を
知

悉
す

る
に
在

る
。扱

て
、
現
實

の
世
界
を
み
る
と
、
資
源

・
市
場

・
植

民
地
及
び
交
通
路

の
亘
大

な
る
支
配
を
目
指
す
各
経
濟
群
が
地
域
錯
誤

の

下

に
置

か
れ

て
居

る
。

そ
れ
故

に
、
か

玉
る
矛

盾
を
内
藏

ぜ
る
不
自
然
な
る
均
衝
欣
態

は
、
各
群
間

の
利
害

の

一
致

せ
ざ
る
時

に

破
れ
、
そ

こ
に
國
際
紛
争

及
び
職
争

が
稜
生

し
、
薪
な

る
修

正
せ
ら
れ
た
均
衝
釈
態

が
成

立
す
る

こ
と

玉
な
る
。

だ
が
、
こ
れ

に

よ

つ
て
編
制
替

が
行
は
れ
る
だ
け

で
、
此

の
歌
態

も
亦
依
然

と
し

て
矛

盾
を
含

む
。
そ

こ
に
は
、
地
域
錯
誤
が
存
す

る
。
故

に
、

職

争

に
備

え
ん
が
た
め
に
干
時

に
於

て
す
ら
其

の
軍
事
費
は
彌

が
上

に
も
膨
大
す

る
。
働

プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
経
濟
論

一
三



3

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
濟
論

一
四

前
述

せ
る
が
如

き
経
濟
的
嚢
展

は
各
列
強
を

『
フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
経
濟
』

へ
と
駆
り

立
て
る

の
で
あ
る
が
、
猫
ほ
此

の
外

に
、
最

近

三
年
間

の
打
綬
く
世
界
経
濟
恐
慌

の
激

化
は
、
釜

々
市
場
を
狭
隙

化
す

る
事

に
よ

つ
て
、
斯

か
る
傾
向

に
拍
車
を

か
け
つ

曳
あ

る

の
で
あ

る
。

(七)(六)(五)(四)(ゴ 》(二)(》(入 》

属
o
旨
号
旦

○
邑

言
0
9

国
8
8
三

〇
〇
。
茜

昌
げ
団
も

宰

O
い
ー
9

『
國
際

煙
濟

週
報

』
昭

七

・
六

・
三

〇

佐

々
弘
雄

「
フ
ア
ツ

シ
ズ

ム
と
現
代
」
(
改
造

杜
版

『
プ
ア

ツ

シ
メ

ム
研
究
』
)
三
四
七
頁

中
島
久
萬

吉

『
赴
會

政
策
時
報
』
第

百
四
十
號

(
昭

七

・
五
)

一
一
七
-

入
頁

U
「.
口
費
び
o
昌
く
8

ヒd
g
寄
「
舞
『

、.団
o
犀
貯

眉
5
自
≦
9
けζ
置
o
..
(望
崔
ヨ
o
昌
o
誘
冒
ぎ
宮
9

.
凱
9
同
号
吋㈹
碧
σq
.
ω
.
国
o
津
冨

・
O
●

向
阪

逸
耶

「
プ
ア
ッ

シ
ズ

ム
の
肚
會
的

基
礎

」
(
改
造

杜
脹

『
フ
ア
ッ

シ
ズ

ム
研
究
』
)

一
ご
頁

英
國

商
務
省
の
獲
表

に
よ

る
と
、
各
國

の
關

税
引

上
の
結

果
、

一
九
三

一
年

に
前
年

に
比
し

て
、
来
國

の
輸
出
に

三
七
%
、
英
は

三

一
・
八

%
、

濁
に

二
〇
%

の
減
少
な

來
し
糞
。
(
『
國
際

経
濟

週
報
』
昭

七

・
六

・
三
〇
)

本
年

四
月

、
英
國

(
昨
年
九
月
金
本

位
停

止
)
の
輸

出
に
爲
替

下
落

の
結

果
と
し
て
、
三
月

工
り

も

一
〇
%
増
加

し
穴
。
之

に
反

し
て
、
来

國

(
金
本

位
維
持
)

の
そ
れ
に

=
二
%
減
少

し
て
ゐ

る
。
(
『
國
際

煙
濟

週
報
』
昭

七

・
六

・
三
〇
)

日
本

の
昭

和
七
年
第

一
・
四
牛
期
の
封
外
貿

易
に

入
超

一
億

五
千
九
百
萬
圓

で
、
前

年
同
期

の
入
超

三
干
六
百

九
十

二
萬
園
な
遙

か

に
超

へ

て
ゐ

ろ
。

こ
れ
は
輸

入
の
激
増

(
二
四
%
)

に
も
因

る
が

、
反
野
側

の
原
因

も
あ

る
。

日
本
に
昭
和
六

年
十

二
月

に
金
輸

田
再
禁

止
な
行

ひ
、

爲
替

が
下
落
し
衷
の
で
、
輸

出
に
當

然
促
進

さ
ろ
可

き
筈

で

あ
ろ
の
だ

が

、
反
謝

に
そ
れ
に
現
實

に
は
前
年
同

期

に
比
し

一
四
%
も
減
少

し

て

ゐ
る
。

そ
の
原

因
に

、

一
般
的

に
.に
世
界

恐
慌

の
深
化

に
よ

る
各

國

の
購

買
力
の
減
退
及

び
闘

税
障

壁

の
高

度
化

に
あ
り

、
特
殊
的

に
に



(九)(十)(士)

日
貨
排
斥
の
六
め
塾
支
輸
出
が
激
減
し
れ
事
に
あ
る
。
故

に
、
支
那
以
外
の
國

に
つ
い
て
見
る
と
、
微
弱
乍
ら
も
爲
替
安
が
輸
出
な
有
利
な

ら
し
め
た
貼
な
認
め
る
事
が
出
來

る
の
で
あ

る
o
(『
日
本
煙
濟
年
報
』
㊨

一
四
七
ー

一
五
四
頁
)

日
本
の
金
本
位
停
止
に
よ
ろ
爲
替
下
落
の
結
果
、
日
本
の
綿
布
綿
糸
等
が
滅
茶
滅
茶
の
安
健
な
以
つ
て
印
度
市
揚
で
賀
ら
れ
て
ゐ
る
の
み
な

ら
ず
、
多
額
の
先
物
契
約
が
あ
つ
て
將
來
更
に
悪
化
す
ろ
惧
れ
が
あ
ろ
の
で
、
最
近
の
情
報

(
シ
ム
ラ
ニ
九
日
嚢
聯
合
)
に
擦
れ
ば
、
印
度

政
府
に
、
英
画
以
外
の
綿
製
品
に
劉
し
て
は
、
現
行
從
侃
三
割

一
分
二
厘
五
毛
為
從
債
五
割
に
引
上
げ
る
事
に
決
定
し
距
。
但
し
、
準
織
生

地
綿
布
に
從
債
五
割
か
或
は
從
量

}
ポ

y
ド
に
つ
き
五
ア
ン
ナ
四
分
の

}
か
の
敦
れ
か
高
き
方
に
引

上
げ
る
事
に
決
定
。

ア
メ
リ
カ
に
、
大
戦
勃
臓
當
時
三
〇
億
弗
の
債
務
を
員

つ
て
ゐ
敦
が
、
大
戦
な
契
機
と
し
て
大
債
搬
國
に
墜

つ
六
。
本
年

一
月
現
在
の
純
投

資

(短
資
な
除
く
)

一
九
五
億
弗
、
其
他
の
債
権

一
八
〇
億
弗
あ
り
、
年
敗
利
子

一
〇
億
弗
な
超

へ
ろ
o

世
界
金
保
有
高

(
百
萬
ラ
イ
b
ス

・
マ
ル
ク
)
『
世
界
恐
慌

-

殿
字

に
現
れ
穴
』

ド プ ア 全

世

界

趣

計

メ

リ

カ

ラ

y

イ

ギ

イ

タ

日

イ

サり

ス ツ ス本 羅

一
九

=
二
年
末

四

一
、
二
山
ハ
・七

七
b
九
三
七

五
、
八
八
七

四

、
一
八
〇

三
、
九

二
〇

一
"
四
〇

一

五
四
六

一
九

二
七
年
末

四
五
、
七
六

〇

】
八
、
三
八
四

四
、
=

天

一
、
九

三

一

三

、
一

一
三

九

五

一

二
、
五

三

山
ハ

全
世
界
の
金
保
有
高
に
、

一
九

一
三
年

に
比
し
て

一
九
三
〇
年
に
一二

プ
ア
ツ

シ
ズ

ム
経
濟
論

】
入
九
頁

一
九

二
九
年
末

四

八
、
三

五
二

】
七
、
九

入
四

六

、
入
五
五

二
、
三
四
九

二
、
九

八
三

一
2

四
七

二
、
三

二
三

一
九

三
〇
年
末

五
〇
、
一

一
四

一
九

、
二
八

】

八

、
八

一
二

二
、
二

入
二

三
、
〇
三
〇

一
、
】
七
〇

一
、
七
〇
四

・
四
%
増
加

し
六

に
過
ぎ
な

い
に
も
拘

ら
ず

、
個

々
の
國

に
於

い
て

一
五



フ
ア
ッ
シ
メ
ム
脛
濟
論

コ
ハ

は
そ
の
配
分
に
著
し

い
墜
化
が
起
・り
、
ア
メ
リ
カ
と
佛
蘭
西
に
集
中
す
る
傾
向
な
示
し
、

一
九
三
〇
年
に
に
フ
ラ

y
ス

一
國
だ
け
で
も
英
、

濁
、
伊
の
合
計
よ
り
も
多

い
金
な
保
持
し
て
ゐ
た
o
所
が
、
最
近
に
至

つ
て
か
ら
に
、
佛
國
の
金
保
有
高
に
口
あ
逐
ふ
て
太

つ
て
居
る
の
に

反
し
て
金
11
合
衆
國
か
ら
も
流
出
す
る
様

に
な

つ
穴
が
、
此
の
流
出
も
此
の
夏
頃
か
ら
や
む
様
に
な

つ
て
來
表
。

劃

試
み
に
、

一
九

西

年
と

一
九
三
〇
年
と
の
軍
事
費
な
比
較
す
る
と
、
次
の
様
で
あ
る
。

(

合 イ 日 フ イ

ギ

リ

ラ

y

タ

リ
衆

國 竃 本 ス ス

一

九

一

四

年

七
七
百
萬
硝

五
六
百
萬
静

一
九
百
萬
傍

二
六
百
萬
碑

五
入
百
萬
虜

一
九

三

〇

年

一
=

百
萬
勢

九
五
百
萬
脅

四
七
百
萬
虜

四
九
百
萬
琢

一
三
三
百
萬
勢

法
政
大
學

『
世
界
経
濟
』
(
昭
七

・
七
)
六
五
頁

邑
、
侵
略
的
封
鎖
経
濟
i

ー

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
経
濟

の
封
外
的
面

前
述

の
如
く
、
今
日
の
世
界

の
政
治
的
實

在

は
五
大
経

濟
群

で
あ

る
と
言

ふ
事

が
出

來
る
。

そ

の
盟
主
た
る
各
列
彊

は
、
各

々

他

か
ら
の
侵
入
を
妨
禦
す

る
の

に
專
ら

で
あ
る

が
、
反
封

に
他
國

に
封
し

て
は
機

會
あ
る
毎

に
侵

入
せ
ん
と
す

る

の
野
望
を
捨

て

る
も

の
で
は
な

い
。
自

ら
關

税
壁

を
高
く
築
き
乍

ら
他

の
市
場
開
放
を
叫

び
、

一
方
資
本
を
輸
出

し
乍
ら
他
方
外
國
熱

の
高
き
を

悪

へ
る
。
そ

こ
に
矛
盾

が
あ

る
。
斯
檬

に
し

て
、
「
一
方

で
は
維
濟

生
活

を
國
際
化

し
、
他
方

で
は

こ
れ
を

『
國
民
的
』
枠
内

に
嵌



め
込

ま
ん
と
努

め
る
。
だ
が
、
汎

ゆ
る
障
碍

に
も
拘

ら
す

、
國
際
的
關
聯

の
基
礎

は
絶

え
す

増
大
す

る
。
」
①
即

ち
、
今
後

の
世
界

経
濟

の
嚢
展

は
、
世
界
的
關
聯

か
ら
絶

縁
さ
れ

た
、
出
入
共
に
封
鎖
さ
れ

た
自
給
自

足

の
経

濟
的
自
立
制

へ
と
分
裂
し
去

る
も

の

で
は
な
く
、
『
経

濟
群
』
的
結
成

と
世
界

を
舞
壷

と

せ
る

『
群
際

的
』
(
ブ

ロ
ッ
ク
間

の
)
新
軋
…礫
と

に
向

ふ
も

の
で
あ
る
。
此
盧

に

世
界
再
分
割

の
た
め

の
國
際
紛
孚

及
び
戦
争

の
危
機

が
潜

ん

で
ゐ
る
。

斯

か
る

『
侵
略
的
封
鎖
主
義
』
⑳

の
最

近

の
表
れ
は
、
『
ダ

昌
ユ
ー

ブ
問
題
』

で
あ
る
。
此
問
題
は
、
本
年

二
月
佛
首
相

が
切
り

出

し
た
も

の
で
、
ダ

昌
瓢
i
プ
沿
岸

の
五
つ
の
中

欧

の
小
図
を
経
濟

的

に

一
丸

と
し

て
是

等

の
諸
國

の
久
し
き
に
亘
る
窮
乏
を
救

は

う
と
言

ふ
の
が
其

の
表
面

の
理
由

で
あ

る
が
、
そ

の
本

質
は
此

の
五
國
を
誰

が
支
配
す

る
か

に
あ
る
。
即

ち
、
從
來
英

伊
猫

の
勢

力

の
下

に
あ
り
し
も

の
を
佛
國
が
そ

の
絶

大
な
る
金
融
力
を
武
器
と
し

て
せ
し

め
取
ら
う
と
す
る
に
あ

る

の
で
あ
る
。

一
般

に
、

イ
タ
リ
ー

の
フ
ァ
ヅ

シ
ズ
ム
に
つ
い
て
述

べ
る
時

、
そ

の
封
外
政
策

が
看

過

せ
ら
れ

て
ゐ
る

の
が
多

い
様

で
あ

る
。
併

し
、

ム
ソ

ソ
リ

ニ
氏

が

一
九

三

一
年

十
月
ナ
ポ
リ

で
そ

の
民
兵

に
軍
備
徹
慶

の
演
読

を
な
し
た
時

そ
の
演
壇

の
脚

部

に
は

『
ダ

ル

マ
チ
ァ
⑥

の
獲
得

か
、
死

か
1
』

と
言

ふ
大
旗

が
掲
げ
ら
れ
そ

ゐ
た
程

で
あ
る
。

そ
れ
故

に
、
ネ

ン

昌
氏

(鵠
6q
o
Z
。§

凶)
の
如
き
は

、
「
國

家

の
全
組
織
を
戦
争

の
た

め
に
整

備
す

る
」
酌

イ
タ
リ
ー

の

フ
ァ
ツ
シ
ズ
ム
を
呼

ぶ
に

『
新
帝
國
主
義
』
累
8
山
ヨ
窟
蔚
巨
臼
器

の
名

を

以

つ
て
す
る
。

と

こ
ろ
で
、
世
界

の
領

土
は
今

や
既

に
分
割
濟

と
な

つ
て
ゐ
る
。
職

宰
は
そ

の
編
制
替

を
行

ふ
丈
け
で
あ
る
。
世
界
大
職
後
、

欧
羅

巴

に
は
政
治
的
國
家

の
藪

は
壇
加

し
、
新

た

に
凋
立
し
た
小
國
家

を
始

め
と
し

て
、
委

任
統
治
國
、
國

際
聯
盟
管

理
地
域
等

プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
輝
濟
論

一
七



フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
濟
論

.

一
入

が
生
れ
た
。
そ
れ

が
戦

勝
國

の
利
釜

に
な
る
様

に
配
分

せ
ら
れ
、
英

國
は
猫

乙

の
東
方
政
策
を
完
全

に
破
壌
し
た

の
み
な
ら
す

、

更

に
石
油

と
穀

物
を
與

へ
る
メ
ソ
ポ

タ
、・・
ヤ
、

パ

レ
ス
タ
イ

ン
等
を
支
配

し
た
。
同
時

に
、

コ
ン
ス
タ

ン
チ
ノ
ー

プ
ル
と
其

の
海

峡

地
帯

(
地
申
海

の
關
門
)
を
國
際
聯

盟

の
管

理

の
下
に
置
き
、
且

つ
英

國

の
手
先

た
る
ギ
リ

シ
ヤ
を
張
大

化
す
る
事

に
よ

つ
て

地
中
海
航

路
を
確
保

し
た
。
之

に
野

し
て
、
佛

國

は
猫
國

か
ら
そ

の
最

も
重
要
な

る
鐡
及
び
石
炭
を

う
ば

ひ
、

叉
地
中
海

の
封
岸

た

る
ア

フ
リ

カ
に
も
そ

の
利
害
關
係

を
深
め
、
從

つ
て
英
國

の
地
中
海
航

路
を
脅

か
し
て
居
る
。
世
界
職
孚

に
於

て
猫
乙
を
倒
し

た
英

國
は
、
此

の
戦
箏

の
結
果
猫

乙

に
代

る
新

な

る
勢
力
佛

國
を
得

て
、
英
佛

の
利
害
關
係
は
、
此

の
地
申
海

に
於

い
て
も

ク

ロ

ス
す

る

の
度

を
高
め
た
。
職
後

の
再
分
割

の
結
果
、
何
等

か

の
形
式

に
於

て
、
英
國

は

ス
カ

ン
ヂ

ナ
ビ

ヤ
諸
國

・
バ
ル
チ
ヅ
ク
諸

國

・
和
蘭

・
勾
牙
利

・
ブ
ル
ガ
リ

ア

・
ギ
リ

シ
ヤ

・
ポ

ル
ト
ガ

ル
を
、
佛
蘭

西
は
ベ

ル
ギ
ー

・
チ

ェ
ツ

コ
ス
ロ
バ
キ
ヤ

・
ル
ー

マ

昌
ア

・
ユ
ー

ゴ
ー

ス
ラ
ビ
ヤ
等
を
そ

の
勢
力

の
下

に
立
た

し
め
、
叉
猫

乙

・
ポ
ー

ラ

ン
ド

・
填
太
利

・
ス
ペ
イ

ン
等

に
於

い
て
は

英
佛

の
爾
勢
力
が
共

に
支
配
し
、
他
方

ア
メ
リ

カ
の
資
本

の
支
配

は

こ
れ

ら

の
小
國

の
み
な
ら
す
英
佛
本
國
自
饅

の
上

に
も
及
ん

で
ゐ
る
。

ヴ

ェ
ル
サ
イ

ユ
平
和
條
約
は
、
斯

様

に
世
界

地
圖

の
色
彩
を

か

へ
た
。

こ
れ
は
、
世
界

の
経
濟
及
び
政
治
を
安
定

せ
し
め
た

で

あ
ら
う
か
。
歴
史

は
、
明
確

に

『
否
!
』

と
答

へ
る
。
世
界
大
職
そ

の
も

の
が
列
彊
間

の
利
害

の
衝
突

の
餓
結

で
あ

つ
た
様

に
、

準
和
條

約

に
よ
る
新
し

い
再
分
割

の
後

に
生
れ
出

で
た
修

正
せ
ら
れ
た
均
衡
歌
態

に
於

て
も
、
そ

こ
に
根
本
的

な
る

『
地
域
錯
誤
』

が
慶
除

ぜ
ら
れ
な

い
限
り
、
ま

た
幾
度

と
な
く
繰

返
し

て
斯

か
る
新
均

衡

の
破
壌
即
ち
領

土

の
再
分
割

又
は
再

三
の
分

割

と
言

ふ

、



矛
盾

が
撲
張
再
生
産

せ
ら
れ
ざ
る
を
得
な

い
情
勢

に
あ

る
。
そ
れ
故

に
、
一
國

が
他
國
と
利
害

を

輔
に

せ
ざ
る
地
鮎

に
於

い
て
は
、

必
す

そ

こ
に
世
界
的
な

る
大
問
題
が
後

生
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
現

に
、

そ
れ

が
、
世
界
大
職
後

に
於

い
て
も
、
國
際
的

な
諸

會
議

、
紛
事
、
事
鍵

と
言

ふ
形
態

に
於

い
て
現
れ

て
ゐ
る
。
例

へ
ば
、
日
本

は
、
支

那
分
割

の
問
題
及
び
太

亭
洋

上
の
優
越

的
地

位

の
問
題
を
、
具
艘

的

に
満

洲
事
攣

及
び
上
海
事
攣

と
言

ふ
形

で
提
出

し
た
。
支

那
に
封

し

て
は

サ
ヴ

ェ
ー

ト
聯
邦
と
帝
國

主
義

列
強

と

の
封
立

が
最
も
鋭
く
現
は
れ
、

サ
ヴ

ニ
ー

ト

・
ロ
シ
ア
は
全
支

那
を
包

む
サ
ヴ

ェ
ー
ト
支
那

の
樹
立
を
企
圖
し
、
之

に
反

し

て
英
、
佛

、

日
は
支
那
分
割

に
結
末

を

つ
け

よ
う

と
し
、

ア
メ
リ

カ
合
衆
國

は
そ

の
維

濟
的
優

勢

に
よ
る
李

和
的
競
孚

に
よ

つ

て
支
那

に
政
治
的
猫

立
を

形
式
的

に
保

た
せ
て
お
き
乍
ら
實
質
的

に
自
國

の
牛
植
民
地
と
し

て
置

か
う
と
云

ふ
風

に
、
列

張
は
各

々
支

那
を
今
後

も
筒
ほ
帝
國

主
義
的
抑

墜

の
封
象

と
し
て
取
扱

は
う
と
欲

し
て
ゐ
る
。
斯

く

の
如
き
事
態

の
下

に
あ
る
が
故

に
、

帝

國
主
義
的
諸
國
は
必
然
的

に
反

サ
ヴ

ェ
ー

ト
職
線

を
敷

か
う
と
す

る
に
至
り
、
そ

の
前
衛
隊

と
し

て
日
サ
戦
争

の
噂
が
高

い
。

叉
、
「
日
本

の
上
海
進
禺

は
ア
ジ
ア

の
搾
取

へ
の
合
衆

國
相
慮

の
参
加
を
絡
結
的

に
排
除
し
さ
う

で
あ
る
!
」

か
ら
、
太
平
洋

上

に

於

け
る
日
米

の
野
立
は
現
在
尖
鋭
化
し

て
居

り
切
迫
し

て
ゐ
る
。
⑰

こ
れ
、
日
米
職
孚

の
呼
ば

れ
る
所

以
で
あ
る
。

斯
様

に
し

て
、
現
世
界

に
於
け
る

『
地
域
錯
誤
』

と
言

ふ
根
本
的
な
事
實

か
ら
導
き
出
さ
れ

て
、
地
球

の
全

面
に
亘
つ
て
五
大

経
濟
群

(
ブ

ロ
ッ
ク
)

の
そ
れ

み
＼

の
間

に
衝
突
地
帯

が
潜
在
叉
は
顯
現
し

て
居

る
。

五
大
経

濟
群
申
最
大

の
勢
力

を
有
す
る

ア
メ
リ
カ
経

濟
群

の
政
策
は
、
合
衆
國
を
盟
主

と
す

る

一
の
資
本

主
義

世
界
同
盟

へ
と

向

ふ
野
望

で
あ
る
。

こ
れ
は
、
必
然
的

に
英

國

と
敵
鉗
關
係

に
立

つ
も

の
で
あ
る

か
ら
、
英
佛

の
争

に
於

て
は
合
衆
國

は
常

に
佛

フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
脛
濟
論

一
九



プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
煙
濟
論

二
〇

國

側

に
立

つ
事
を
忘
れ
な

い
。
又
、
合
衆
國
は
極
東

の
將

來

の
支
配

を
望

む
が
故

に
、
此
方

面

に
於

け
る
日
本

の
行

動

に
紳

経
過

敏

と
な

ら
ざ
る
を
得
な

い
。

大
英
帝
國

は
、
職
後

、
合

衆
國

の
世
界
制
覇

の
政
策
、
佛
蘭
西

の
欧
洲
支
配

政
策

、
及

び
大
英
帝
國
ブ

ロ
ッ

ク
自
髄

の
分
解
作

用

の
た
め

に
、
デ

レ
ン
マ
の
深
淵

に
陥

つ
て
ゐ
る
。
英
國

は
合
衆
國

と
封
抗
す

る
た
め
に
は
日
本

と
親
交
を
保

つ
が
、
印
度

と
の

關

係

に
於

い
て
は

日
本

に
背

を
向
け
る
。

そ
し
て
、

近
東

に

於

い

て

は

埃

及
と
印
度

と
の
連
絡
を
目
指
す
政
策

を

と

つ

て

居

る
。佛

蘭
西
は
大
職

に
よ

つ
て
蕾
敵
猫

乙
と
奮
同
盟
國
帝

政

ロ
シ
ア
と
を
失

つ
た
が
、

ロ
シ
ア
に
代

る
に
ポ
ー

ラ

ン
ド

・
チ

ェ
ッ

コ

ス
ラ
パ

キ
ア
及
び

ル
ー

マ
昌
ア
を
以

つ
て
し
た
。
そ
し

て
、

サ
ヴ

ェ
ー
ト
聯
邦

と
ド
イ
ツ
と

の
接

近
を
阻

止
し
更

に
進

ん
で
ド
イ

ツ
を
欧
洲
聯

盟
に
解
艦

せ
し
め
ん
と
苦
心
し

て
居

る
。

近
東

に
於

い
て
は
、
英

の
近
東
政
策

に
封
抗
し

て
ト

ル

コ
を
援
助
し

て
居

る
。日

本

は
、
そ

の
存
績

と
獲
展

の
必
要
上
、
合
衆

國

の
極
東
政
策

と
正
面
衝
突

を
免
れ
な

い
。
英
國

は
最

早
頼

む

に
足

ら
す

、
佛

國

は
封
英
關
係

に
於

て
は
日
本

に
好
意
を
示
す
が
、
合
衆
國

に
關
す

る
場
合

に
は
日
和
見
的

で
あ
る
。

五

ケ
年
計
劃

に
よ
り
新
膿
制

の
建

設

に
全
力
を

傾
中
し

て
居

る
サ
ヴ

ェ
ー
ト
聯

邦
は
、
自

ら
は
帝

國
主
義

的
職
争

に
参
加
し
な

い
で
あ

ら
う
か
ら
、
此

の
限
り
に
於

い
て
は
前
述

の
四
國

と

一
致
黙
を
も
た
な

い
。

だ
が
、
今
日
、
反

サ
ヴ

ェ
ー
ト
経
濟
職
線
と
赤

化
防
術
策

と
が
、

サ
ヴ

墨
ー
ト
聯
邦

に
封

し
て
帝
國
主
義

列
張

か
ら
向
け

ら
れ

て
居
る
。
故

に
、

こ

」
に
も
燃

焦
鐵

が
潜
む
。
㈲



斯

様
な
駅
態

は
、
更

に
、
最

近
三
年

聞

打
績

い
た
世
界
経
濟
恐
慌

に
よ

つ
て

一
麿
尖
鋭
化

せ
ら
れ
、
今

や
危
機

は

醐
本

の

マ
ッ

チ

に
よ

つ
て
も
燃

え
上
ら
ん
と
す

る

の
情

勢

に
直

面
し

て
居
る
の
で
あ
る
。

(二)()(三)(五)(四)

客

団
8
ザ
母
ぎ
℃
H
ヨ
唱
臼
巨

冨
ヨ
蕩

雪

島
乏

色
葺

ぎ

ψ
号
p
{β
9

凶
£

ー

い
・

『
侵
略
的
封
鎮
主
義
』
1

此
の
術
語
に
矛
盾
な
包
む
。
し
か
し
、
こ
れ
に
、
矛
盾
な
包
む
事
賢
に
謝
す
る
命
名
な
る
が
故
に
、
そ
の
限
り

に

於

て
は

矛
盾
で
は
な

い
。
此
慮

に
去
ふ

「
侵

略
」
は
れ
だ
自
國

か
ら
の
自
動
的

活
動

の
み
准
許

容
し
他

か
ら
の
受
動
的

侵
略

は
拒

否
す

る
も

の
で
あ

る
o

叉
、
「
封
鎖

」
は

自
己
の
領
城

に
に
他

か
ら
の
謬
加
を
拒

み
乍

ら
他

の
領
城

に
は

自
ら
進

ん
で
塗
加
し
得

ろ
様

に
門
戸
開
放
な

要

求
す

る
も
の
で
あ

る
。

ヴ

エ
ル
サ
イ

晶
條
約

に
工

つ
て
、
填

洪
國
は

五
の
小
國

に
分
裂
し
六
。
そ
の

一
で
あ

る

ユ
ー
ゴ
ー
ス

ラ
ビ
ヤ

國

の

一
州

に

ダ

ル

マ
チ

ア

U
巴
昌
彗
鼠

が
あ

る
o

そ
れ
に

、
ア
ド
リ

ア
海

に
臨
む
細
長

い
州

で
あ

る
か
ら
、
伊
太
利

に
こ
れ
を

領
有
す

る
事

に
よ

つ
て

ア
ド
リ
ア
海
な

自

己

の
湖
水
の
如
き
も
の

に
し
ふ
う
と
希

求
す

る
o

エ
ー
ゴ
ー

ス
ラ
ビ
ア
に

そ
の
國

境
の
設
定

に
際

し
て
、
伊
太
利
の

ダ
ル

マ
チ
ア
及

び

ア
ド

リ

ア
滑
海

地

に
甥
す

る
要

求
と
封

立
し
、
t

め
に
開
戦

に
ま
で
至
ら
ん

と
し

六
が
、

ユ
ー
ゴ
ー

ス
ラ
ビ
ア
は
未

75

そ
の
國
状

不
統

一
の
た

め

屈

服
し
て
、
遽

に

一
九

二
〇
年
十

一
月
調
印
の

ラ
ツ
パ

ロ
條
約

に
よ
つ
て
、
イ

ス
ト
リ
ャ
、

フ
イ

ウ
メ
、

ザ
ラ
及

び

ケ
ル
ソ
、

ル
ツ

シ
y
賭

島

た
伊
太
利

が
領
有
す

ろ
事
な
認

め
六
〇
だ

が
伊
太
利
に

こ
れ

に
滴
足

ぜ
ず
、
引
績

・き
ダ

ル

マ
チ
ア
の
支

配
紐
望

ん
で

ゐ
ろ
o

曳
o
竃
o
Z
。
口
缶
二
b

凶〇
一馨
o
ヨ
,
餓
0
5
鶴
o
℃
o
一一島
評
α
$

搾
巴
一雪
『
o
ゴ
oロ
団
器
o
鑑
㎝
ヨ
ロ
伊
、.
(】】
o
O
o
。・巴
訂
o
げ
鑑
p
国
×
・
}
曽
ゴ
楯
9
ロ
ぴq
.
2
罫
こ

の
●
回
◎o
●

菊

川
忠
雄

「
大

載
危
機

途
上
の
縄
濟
塊

理
學

」
(
改
造

、
昭
七

・
四
)
及

び
丈
藝

春
秋

(
昭
七

・
五
)
中

の

「
世
界

の
燃
焦
貼

」
蓼
照
。

四
、
統
制
牧
盆
経
濟

フ
ァ
ッ
シ
ズ

ム
経
濟

の
樹
内

的
面

プ

ア
ッ

シ
ズ

ム
経
濟
論

一
=



プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
脛
濟
論

二
二

斯
様

に
封
外
的
關
係

に
於

い
て
重
大
な
る
役
割

を
演
す

る
近
代
的
職
争

に
は
、
『
三

つ
の
M
」

竃
。P
竃

。
昌
超

彗
島

≦
旨
ぼ
。
ロ
人

、

貨
幣
及

び
軍
需
品

が
必
要

で
あ
り
、
且

つ
そ
れ

ら

の
も

の
が
短
期
日

の
申

に
大
規
模

に
動
員

せ
ら
れ

る
事
が
必
要

で
あ

る
、

と
謂

は
れ

て
居

る
。

『
國
家

総
動
員
計
劃
』

は
、
來

る
可
き
職
争

に
備

え
る
も

の
で
あ

る
。
今

日
で
は
、
企
業

が
少
数

の
猫
占
資
本
家

に
掌
握

せ
ら
れ
て
ゐ
る
し
、

叉
各
種

の
統
計
作
成
が
嚢
達

し
た

玉
め

に
、
斯

か
る
計
劃

の
途
行

は
極
め

て
容
易

に
な

つ
た
。

即

ち

國
家
総
動
員
計
劃

を
必
要
な
ら
し
め
た
近
代
経
濟
肚
會

の
獲
展

が
、
同
時

に
國
家

総
動
員

計
劃

を
容
易
な
ら
し
め

て
居

る
の
で
あ

る
。國

家
総
動
員

と
は
、
「
國
家
樺
力

の
把
握

す

る

汎

ゆ
る
資
源
、
機

能
、
施
設

の

一
切
を
、
國
家
権
力

の
意
志

に
伍

て
統
制
按
排

す

る
」
①

事
を
謂

ひ
、

そ
れ
は
次

の
如

き
も
の
か
ら
成
る
。⑭

↑

陸
海
軍
の
動
員
、

⇒

主
要
軍
需
品
の
原
料
及
び
そ
の
工
揚
な
政
府
の
統
制
下

に
置
き
生
産
な

一
手
に
統
轄
し

(産
業
動
員
)、

只信

地
方
食
料
政
策
な
通
じ
て
國
民
の
漕
費
な
定

め
、

鴎

ま
れ
水
陸
の
交
通
の
大
部
な
政
府
の
手
に
移
し

(交
涌
動
員
)
、

伍

國
民
の
從
業
な
統
制
し
て
勢
働
な
強
制
し

(國
民
動
員
)
、

刈

財
政
、
金
融
、
教
育
笹
奄
載
時
の
要
求
に
適

ぜ
し
め
て
、
そ
の
態
様
な
墜
改
し

(
財
政
勧
員
等
)、

只仕

遂
に
に
、
工
藝
學
術
娯
樂
の
如
き
も
の
も
同
様
に
戦
争
に
寄
與
す
る
檬
に
統
制
す

ろ
。

斯

様

に
國
家

総

動
員

計
劃

は

國
内

に
在

る
汎

ゆ

る
資

源

、
機

關

、

施

設

、

金

、

人

馬
等

の

一
切
を

政
府

の
統

制

の
下

に
置

く

事



を
必
要
と
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
先
に
考
察
せ
る
國
際
的
關
係
に
於
け
る
商
品
叉
び
金
の
移
動
に
封
す
る
統
制
と
言
ふ
事
も
亦

此
の
國
内
に
於
け
る
統
制
と
の
關
聯
に
於
い
て
併
察
す
る
事
に
よ
つ
て
始
め
て
其
の
眞
相
を
知
る
事
が
出
來
る
の
で
あ
る
。

撫

て
、
経
濟
生
活

に
於

け
る
統
制
的
要
素

は
決

し

て
今
始
め

て
獲
生

し
た
も

の
で
は
な

い
。

そ

の
襲

生

の
跡
を

ワ
ー
ゲ

マ
ン
氏

に
擦

つ
て
辿

つ
て
み
る
と
、
次

の
如
く

で
あ

る
。

債
格
統
制

は
至
極
徐

々
に
既

に
自
由
資
本

主
義
時

代

の
胎
内

に
於

い
て
も
賃
銀
及
び
物
債

の
定
率
表

と
言

ふ
様
な
も

の
と
し

て

嚢
展
し

て
居
た
。

や
が
て
、

一
八
七
〇
年
代

(英

)
及
び

一
八
七
三
年

(
猫
)

に
は
、
勢
働
組
合

に
よ
る
團
髄
契
約

を
以

つ
て
賃

率
公
定
表

を
定

め
る
の
萌
芽
が
現
れ
た
。
此

の
賃
銀
協
定
及
び
勢
働

組
合
と
略

々
併
行

(
叉

は
樹

立
)
し

て
、

カ
ル
テ

ル
的
債
格
統
制

が
獲

展
し

た
。
特

に
、
猫

乙
で
は

一
八
七
九
年
關

税
率

を
定
め

て
保
護

貿
易
主
義

に
推
移

し
た
事
が
、
特

に
カ
ル
テ
ル
制
度

を
促
進

せ
し
め

た
。世

界
大
職
後

、
保
護

主
義
は
釜

々
進

展
し
、
從
來

の

カ

ル

テ

ル
並

び
に
勢

働
組
合
以
外

に
、
國
螢
事
業
及

び
杜
會
救
護

施
設

(
肚
會
保
瞼

、
失

業

保
瞼
)

が
あ
ら
は
れ
、
又
國
家

が
小
萎
及
び
棉

花

(
合
衆
國
)

米

及
び
生
糸

(
日
本
)

の
債
格
決
定

に
ま

で

強
く
關
與
す

る
様

に
な

つ
た
。

そ
し

て
、

一
方

『
統
制

欲
望
経
濟
』
㈹
(
ボ
ル

シ
エ
ビ
ズ
ム
)
が

サ
ヴ

ェ
ー

ト
聯
邦

に
於

い
て
完
成

の
域

に
進

み

つ

瓦
あ
る
と
同
檬

に
、
他
方

『
統
制
牧
釜
経

濟
』
⑲
(
フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
)

が
盗
本
主
義

の
領
域

に
於

い
て
亥
第

に
そ

の

プ
ア
ッ
シ
ズ
ム
経
濟
論

二
三



プ
ア
ッ
シ
メ
ム
経
濟
論

二
四

歩

み
を
進
め

つ
玉
あ
る
。
㈹

極
く
最
近

『
産
業
合

理
化
』

な
る
標
語
が
、
全
欧
羅

巴
は
勿
論

全
世
界

の
資
本

主
義

國
を
席
捲
し
た

の
を
、
人

々
は

よ
も

や
忘
れ

て
は
居

な

い
で
あ

ら
う
。

此

の

「
古

い
現
象

に
封
す

る
新

し

い
言
葉
」
(
ヴ

ァ
ル
ガ

)
た
る

『
合
理
化
』

は
、
職

敗
國

ド
イ
ツ
に
於

て

一
九

二
五
年
所
謂
資
本
主
義

の
安
定
化
期

に
時
代

の

ス
ロ
ー
ガ

ン
に
な

つ
た
。
そ

の
時

、
「
多
く

の
識
者

は
、
此

の
標

語

に
於

い

て
、
危
殆

に
瀕

し
た
末

期

の
資
本

主
義
を
若
返
ら
せ

る
何
か
新
奇

な
方
策

が
獲

見
さ
れ

た
か
の
如
き
幻
想
を
も

つ
た
。
資
本
主
義

の
磯
展

は
永

久
に
確
乎
た
る
新

段
階

(
例

へ
ば

ヒ
ル
フ
ァ
ー
デ

ン
グ
流

の
超
帝
國
主
義

の
時
代
)

に
据

ゑ
ら
れ
た
か

の
如

き
謬
想

を
抱

い
た
。
」
①
併

し
、

か

」
る
考
は
客
観
的
事
實

に
封
す
る
科
學

的
規
定

で
は
な
く
し

て
、
軍
な

る
資
本
家

的
願
望

の
規
定

に
止

つ
て
居
た
。

『
産
業
合

理
化
』

の
ス

ロ
ー
ガ

ン
の
下
に
、
生
産
技
術

は
著
し
く
革
薪

せ
ら
れ
、
大
な

る
濁
占
盟

(
カ
ル
テ
ル

・
ト

ラ

ス
ト

。
コ
ン
ツ

ェ
ル

ン
)
が
極
め
て
大
な

る
テ

ム
ポ

を
以

つ
て
結

成
せ
ら
れ
た
。
然

る
に
、
合

理
化

の
進
展
は
、
私
的
猫
占
制

の
下

に
あ

つ
て
は
、
必
然

的

に
種

々
の
欠
陥
を
暴
露

せ
ざ
る
を
得
な

か
つ
た
。
今

、
小
島
精

一
氏

に
擦

つ
て
、
⑤

か

玉
る
も

の
を

数

え
あ
げ

て
み
る
と
、
次

の
如
く

で
あ

る
。

㈹

大
濁
占
國
が
そ
の
強
大
な
る
資
本
的
暴
力
為
濫
用
し
て
、
弱
小
競
孚
者
な
塵
殺
し
、

②

そ
の
結
果
、
正
當
な
競
孚
の
出
現
あ
阻
止
し
、
法
外
な
釣
上
に
よ
う
特
殊
利
潤
な
貧
・り
、

㈹

☆
め
に
、
肚
會
的
生
産
力
が
計
劃
的
に
死
藏
さ
れ
、
(
勢
働
者
の
失
業
な
必
然
に
俘
ひ
、
)

ω

生
産
技
術
の
進
歩
が
停
滞
し
、(
合
理
化

へ
の
刺
戟
に
僅
か
に
海
外
競
争
者
か
ら
興
へ
ら
れ
う
が
、
そ
れ
も
關
税
保
護
に
よ
り
鈍
化
さ
れ
、)

ω

階
級
的
劉
立
意
識
が
尖
鏡
化
し
、
1

翻
箏

の
激
化
、
無
産
勢
働
者
の
盆
満
と
責
任
感
の
峡
如
、
怠
業
、
罷
業
等
が
頻
襲
し
、



⑥

購
買
力
の
片
寄
か
ら
來
ろ
轡
修
的
生
産
へ
の
片
寄
り
が
生
じ
六
。

ω

そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
勢
働
大
衆
の
購
買
力
の
減
退
に
、
國
内
市
揚
な
狭
化
し
、
必
然
に
海
外
進
出
政
策
に
特
別
な
重
要
使
命
な
輿

へ
る
。
そ

の
結
果
、
國
民
経
濟
に
封
鎮
的
傾
向
を
と
ろ
o

紛

翻
つ
て
、
濁
占
蓮
動
の
精
力
的
な
登
展
に
も
拘
ら
ず
、
白
由
生
産
か
ら
來
ろ
無
統
制
に
全
髄
的
に
は
救
に
れ
て
ゐ
な
い
。
從
つ
て
、
各
部
円

岡
の
均
衡
に
保
持
さ
れ
る
に
到
ら
な
い
o
等
々
o

斯
く

の
如
く
、
『
合

理
化
』
が
進
展
す
れ
ば
す

る
程
、
釜

々
痛
切

に
そ

の
諸
欠
陥

が
感
ぜ

ら
れ

る
に
至

つ
た
の

で
あ
る
か
ら
、

私

的
猫
占

に
封
す
る
不
信
認

が
次
第

に
激

化
し
て
來
た

の
ば
自
然

の
数

で
あ
る
。
技
術
的
合
理
化
は
良

い
が
、
そ
れ
が
私
的

に
猫
占

さ
れ
る
事
は

い
け
な

い
か
ら
、
國
家
的
統
制

に
よ

つ
て
新

局
面

の
展
開
を
企

て
な
け
れ
ば
な

ら
ぬ
、
と
言

ふ
考

が
著
し
く
擁

頭
し

て
來

た
。

『
産
業
合
理
化
』

運
動
は
主
と
し

て
個

々
の
企
業
経
螢

上
の
問
題

で
あ

つ
た
。
然

る
に
、
今
日
で
は
、
此

の
産
業

合

理

化

の
も
た

ら
し
た
諸

欠
陥

、
世
界
恐
慌

及
び
職
争

の
危
機

が
相
合
し

て
、
そ
れ
は
、
個
別
的
企
業
維
螢

の
合
理
化
問
題
よ
り

も
寧

ろ

一
國

民
経
濟
叉
は
進

ん

で

一
経
濟
群

の
合

理
化
、
即
ち

そ
の
中

に
在

る
全
経
濟
組
織

の
統
制

を
問
題
と

せ
ざ

る
を
得
な

い
檬

に

導

い
た

の
で
あ
る
。
即
ち

『
産
業
合

理
化
』

で
は
な
く
、
『
産
業
統
制
』
が
、
新

し

い
ス

ロ
ー
ガ

ン
に
な

つ
た
。
斯

か
る
見
解

は
、

サ
ヴ

ェ
ー

ト
聯
邦

の

『
五

ヶ
年
計
劃
』

の
進

展
度

に
刺
戟

せ
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
言

は
れ

て
居
り
、
そ
れ
は
各
國

に
於

い
て
現

に

「
進
歩
的
」
分
子
と
呼

ば
れ

て
ゐ
る
人

々
に
よ

つ
て
唱
導

せ
ら
れ

て
ゐ
る

の
み
な
ら
す
、
諸
國

に
於

い
て

(
そ

の
程
度

及
び
方

法

に
若

干
の
差
異
が
あ
る

に
し
ろ
)
既

に
着

々
と
し

て
實
践

に
移
さ
れ

て
居
る
現
實

の
事
實

で
あ
る
。

中

島
商

工
大
臣

は
、
『
臨
時
産
業
合

理
局
』
顧

問

と
し

て
の
経
験

か
ら
、
そ

の
考

ふ
る
所
を
直
白

に
次

の
様

に
述

べ
て
居

る
。

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
縄
濟
論

二
五



プ
ア
ッ
シ
ズ

ム
経
濟
論

二
山ハ

も

も

も

ぬ

も

へ

も

『
申
外
の
競
孚
場
裡
に
立
つ
て
我
邦
と
し
て
其
の
経
濟
的
存
在
を
將
來
に
確
實
な
ら
し
め
ん
が
爲
め
に
は
、
経
濟
的
國
家
主
義
を

ヘ

ヘ

へ

も

ヘ

へ

實

現
せ
ね
ば
な

ら
ぬ
と
思

ふ
。
即
ち
、
國
家

一
業

制
度

(。ゆ
貯
警

H巳
巨

昌

。。
透

§

〉
例

へ
ば
鐵
鋼
事
業

な
れ
ば
全
國

に
唯
だ

一
つ

造
船
事
業

な
れ
ば
全
國

に
唯
だ

一
つ
と
言

ふ
企
業

大
合
同

の
建

て
前

に
成

つ
て
、
之

に
封
す

る
企
業
金
融

の
背
景
も
國
家

的

に
統

制

さ
れ

、
而
し

て
此

の
箪

一
的
企
業

合
同

の
機
關

が
、
國
家
的

見
地

か
ら
割
り
出

さ
れ
た
年
度
計
劃

に
遵

ふ
て
、
而
し

て
其

生
産

な
り
輸
出

政
策
な
り

が
指
導

せ
ら
れ

て
行

く

と
言

ふ
仕
組

に
ま

で
至
ら
な
け
れ
ば
、
相
成

ら

ぬ
と
考

へ
る

の
で
あ
る
。
』
①

我
國

に
於

い
て
は
、
煙

草
及
び
肇

の
專
費
、
電
信

。
電
話

及
び
郵
便

の
官
螢
等
以
外

に
は
、
私
的
企
業

の

『
國
家

一
業
制
度
』

の
樹
立

に
ま

で
立
ち
至

つ

て
居
な

い
。
併
し
、
今

や
、
過
般

の
撫
順
炭
問
題

に
鑑
み

て
、
『
重
要
産
業
統
制
委
員
會
』

と
言

ふ
様

な

新
機
關

を
設
置
し

て
、
日
満
相

互
の
重
要
産
業

を
統
制

せ
ん
と
計
劃
す
る

の
機

運

に
向

ひ
つ

曳
あ
る
様

で
あ

る
。

石
炭

の
問
題
は
、
内

地
炭

八

・
撫

順
炭

二
と
言

ふ
割
り
當

て
に
よ

つ
て

一
先

づ
解
決

せ
ら
れ
た
が
、
問
題
は
軍

に
石
炭

の
み
に

止
ら
す
、
内

地
と
植
民
地

と
を
打

つ
て

一
丸

と
す

る
統
制
経
濟

に
關

し
て
、
米

・
盤

・
木
材

・
銑
鐡

・
染

料
工
業

・
硫
安

・
窒
素

肥
料
等
事
毎

に
内

地
と
植
民
地
と
衝
突

を
起
す
事
は
豫
想
す

る
に
難
く
な

い
。
事
情
斯

く

の
如
く
な

る
が
故

に
、
永
井
拓
相

は
、

既

に
撫
順
炭
問
題
及
び
鮮
米
移
入
制
限
問

題

に
手

を
焼

い
た

の
に
鑑

み
て
、
「
重
要
産
業

は
猫
り
拓
務
省

が
問
題

の
起

る
都
度
軍
猫

に
解
決

す

ぺ
き
問
題

で
は
な
く
、
廣
く
根
本

的
解
決

を
必

要
と
す

る
と

の
見
地
か
ら
、
近
く
商

工
、
農
林
、
大
藏

、
外
務
等

の
關

係
各
省

に
提
議

し
、
政
府

の
諮
問
機
關

と
し

て
重
要
産
業
統
制
委
員
會
を
設
置

せ
し
め
ん
と

の
意
向

の
下

に
諸
般

の
準
備
を
進
め

て
ゐ
る
。
」

と
報

ぜ
ら
れ

て
ゐ
る
。
⑥

し
か
し
て
、
拓
務
省
と
し

て
は
猫
り
産
業

の
み
な
ら
ず
海

運
業

に
關

し
て
も
、
内
地

と
植
民



地

と
の
統
制
を
計
ら
ん
と
し

て
居

る
。

撫

て
、
然

ら
ば
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
の
本

山
伊
太
利

に
於

け
る
維
濟
は
如
何

に
組
織

せ
ら
れ
て
居

る
か
。

,

先
づ
、
組
合

。。
ぎ
魯
6
註

が
組
合
組
織

の
第

一
段
階

を
な

し
、
そ
れ
は
工
業

・
農
業

・
商
業

・
銀
行

・
陸
蓮
及
び
内
海

通
運

・
海

蓮
及
び
航

室
運

輪
業

に
就
き
各

々
雇
主
と
勢

働
者

と

の
組
合

十
二
と
別

に
自
由
職
業
家

の
組
合

一
と
の
合
計

十
三

の
組
合

か
ら
成

る
。
第

二
段
階

は
聯
合

団
巴
。蜀
臥
〇
三

で
あ
り
、
第

三
段
階
は
総
聯
合

○
。
巳
巴
巽
9。
臥
o
艮

で
あ
り
、
更

に
最
高

の
段
階

は
総

同
盟

O
。
昧
a
6養
国
ご
菖

鴨
昌
霞
鑑

で
あ
る
。
是

等

の
も

の
は
全
部
組
合
大
臣

の
下

に
統
轄

せ
ら
れ

、
術

ほ
こ
の
外

に

一
九

三
〇
年

三
月

に

設
立

せ
ら
れ
た

『
國

民
組
合

會
議
』

が
あ
る
。
そ

の
職
能
は
、
生
産

の
統
制
を
主

と
し
、
物
債

の
討
議
其
他
勢
働
法

の
規
定
、
或

ひ
は
勢
賃
範

園
及
び
法
規

々
定

に
關
し

て
各
総
聯

合
か
ら
提
出

さ
れ
た
議
案

を
審
議
確
認
す

る
事
等

に
あ
る
。
⑧

一
九

二
七
年

四
月
二

一
日

に
稜
布

せ
ら
れ

た
勢
働
憲
章

9

§

畠
露
ピ
ミ
。
3

の
申

に
、
次

の
如

き
規

定
を
見

る
。
「
組
合
國
家

は
、
生
産

の
領

域

に
於

け
る
私
的
創
意

三
曽宮
ぎ

嘗

轟
欝

は
國
家

の
利

釜
を
確
保
す

る
最
も
有
効
且

つ
有

釜
な
る
手
段

で
あ
る

と
考

へ
る
。
私
的
生
産
組
織
は
、
國
家
的
利
釜

の

一
函
撒

で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
は
其

の
生
産

の
方
向

に
封
し

て
國
家

に
責
任
を
有

す

る
も

の
で
あ
る
。
」
(
第
七

條

〉
而
し

て
、
「
経
濟
的
生
産

に
於
け
る
國
家

の
干
渉

は
、
私
的
創
意

が
訣
除
し

て
居
る
か
、
若

く
は

不
充
分

な
る
時
、
叉
は
國
家

の
政
治
的
利
盆

が
危
瞼

に
さ
ら
さ
れ

て
居

る
場
合

に
の
み
行

は
れ
る
。

か

玉
る
干
渉
は
、
統
制

・
奨

鋤

・
叉
は
直
接
管

理
と
言

ふ
形
態
を
探

る
。
」
(
第
九
條
)
此

の
場
合

の

『
政
治
的
利
釜
』

と
言

ふ
概

念
は
、
第

二
條

に
次

の
檬

に

読

明

せ
ら
れ
て
居
る
。
即
ち
、
「
全
生
産
は
、
國
家

的
見

地
か
ら

一
の
統

一
を
成
す
。

こ

の
目
的
は
、
統

一
的

で
あ

つ
て
、
國
家
的

フ
ア
ツ
シ
ズ
ム
経
濟
論

二
七



プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
縄
濟
論

、

二
八

力

の
獲
展

に
於

い
て
そ
の
頂
鮎

に
蓮
す

る
。
L
⑩

と
。

こ
れ

に
よ

つ
て
観

る
時
、
斯

か
る
経

濟
組
織

は
、
明
か

に
資
本
主

義
的
膿

制

を

と
る
も
の
と
言

ふ
可
く
、
屡
亡
人

々
が
唱

へ
る
が
如

き

『
國
家
枇
會
主
義
」
的
艘
制
を
と
る

も

の

で

な

い
事

は
、
明
瞭

で
あ

る
。

ワ
ー
ゲ

マ
ン
博
士

の
命

名

に
從

ふ
と
、
そ
れ
は
正
し
く

『
統
制

牧
盆
経
濟
』

に
あ
た
る
。

斯
様

に
し

て
、
統
制

牧
釜
維
濟
は
、
自
由

牧
盆
維
濟

に
於

け
る
私
有
財
産

制
度
を
維
持
し
、
個

人
主
義
的
利
潤
追
求

に
野
し

て

は
絶
封
的
制
限

こ
そ
附

せ
な

い
が
、
併

し
私
的
経
濟
活
動
が
許

さ
れ

る
の
は
個
人
主
義

の
根
本
法

と
し

て
生
す

る
も

の
で
は
な
く

寧
ろ
國
家

の
目
的

を
實
現
す

る
た
め

の
手
段

で
あ
り
、
そ
れ
は
何
時

で
も
攣
更
し
得

る
も

の
で
あ

る
と
考

へ
ら
れ

て
居

る
に
過
ぎ

な

い
の
で
あ
る
か
ら
、
私
的
経
濟
活
動

は
種

々
の
規
則

に
よ

つ
て
絶

え
す

國
家

の
統
制
を

う
け

る
。
統
制
牧
釜
経
濟

、
即
ち

フ
ァ

ッ

シ
ズ
ム
の
維
濟
は
專
制
的
命
令
椹

碧
8
す
9
蔚
9
・
≦
爵
。霧
ヨ
9
犀

に
よ

つ
て

『
上
か
ら
』
統

一
的
総
罷
規
律

を
與

へ
る
。

ワ
ー

ゲ

マ
ン
博
士
は

日

ふ
、
「
ボ

ル
シ
ェ
ビ
ズ

ム
が
純
粋
な
勢
働
者

國
家

を
建
設

し
た
と
す
る
な
ら
ば
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
は

む
し
ろ
企
業

家

國
家

を
實
現

せ
ん
と
す

る
も

の
で
あ
る
。
」
⑳

と
。

斯

檬

に
し
て
、
各
列
張

は
各

々
そ

の
経

濟
を
ば

『
統

制
経
濟

』

の
名

の
下

に
、
職
時
経
濟

に
再
組
織

せ
ん
と
し

つ
玉
あ
る
の
が

資

本
主
義
的
領
域

に
於
け

る

一
般
的
傾
向

で
あ
る
と
云

は

ざ
る
を
得

な

い
。

此
の
場
合
、
國
家
的
立
地

か
ら
見

て
必
要
と
せ
ら
れ

る
企
業

を
経
螢
す

る
に
際

し
て
も
、
私

的
利
潤

は
勿
論
襲
生
す

る
。

そ
し

て
、
準
時
経
濟
か
ら
職
時
経
濟

へ
の
移
行

は
、
生
産

が

肚
會

化
せ
ら
れ

て
ゐ
る
に
も
拘

ら
す
生
産
手
段

の
私
有

が
認

め
ら
れ

て
ゐ

る
肚
會

に
於

い
て
は
、
個

々
の
企
業

の
利
害
錯
綜

か
ら

生
す

る
恐
慌
歌
態

を
経
過
す

る
事

な
く
し

て
は
行
は
れ
な

い
。



以

上

の
考
察

に
よ

つ
て
明

か
な
る
が
如

く
、
今

日
の
帝

國
主
義
列

強

の
採

る
封
外
政
策

と
封
内
政
策
と
は
決
し

て
無

關
係

の
も

の
で
は
な
く
、
同

一
の
根
本
原
理
、

プ
ア
ッ

シ
ズ

ム
が
國
家
叉
は
経

濟
群

の
内

と
外

と
に
そ

の
稜

現

の
場
面
を
異

に
し

て
現

は
れ

内
外
相

呼
慮
し

て
襲
展

し
て
行
く
も

の
に
外
な

ら
な

い
。

斯

か
る

『
フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
経
濟
』

は
、
果

し
て
良
く
所
期

の
目
的
を
實

現
し
得

る
や
?
・

即
ち
、
そ
れ
を
實
践
す

る
事

に
よ

つ

て
現
在

の
資
本
主
義
諸
國

の
危
機

か
ら
完

全

に
脆
却

し
得

る
や
否

や
7

ワ
ー
ゲ

マ
ン
博

士

の
観

る
所

に
よ
る
と
、「
個

々
の
嶺

よ

り
す

れ
ば
、
ド
イ
ッ
に
於

て
統
制

牧
釜
経
濟
は
,
實

に
精
細

に
完
成
を
途

げ

て
居

り
、
そ

の
限
り

に
於
て
、

イ
ク
リ
ー

に
於

け

る

そ
れ

に
比
す

べ
く
も
な

い
が
、
併
し
、
縦

ひ
革
命
直
後
、
経
濟

の
計
聲
的
な
建

設
に

つ
い
て
の
思
想
が
強
く

現
れ
た

と
は

い
ふ
も

の
玉
、

イ
タ
リ
ー

に
於
け

る
や
う
に
、
包
括
的

に
、
総
髄
的

に
規
律
す

る
ま
で
に
は
至

つ
て
ゐ
な

い
。」
物

況

ん
や
、
そ

の
他

の
國

(

々
に
於

い
て
お
や
。
故

に
、
「
フ
ァ
ッ
シ
ズ
ム
の
経
濟
政
策
は
甚
だ
統

一
的

に
、
而

も
、

一
定

の
目
的
意
識

の
も
と
に
出
現
し
た
が

今

日
ま

で
に
、
實
際

に
組
織
的

で
あ
り

、
且

つ
、
完
全

に
統
制

さ
れ
た
経

濟
組

織
は
そ

の
政
策

か
ら
生
じ
得
な

か
つ
た
。
如
何

な
る

場
合

で
も
、
未
だ
、
景
氣
封
策
上

の
合
目
的
性

が
鋏
け

て
ゐ
る
。
そ
れ
を
ば
最

も
よ
く
誰

明
す

る

の
は
、
恐
慌

が
激
烈

に
勃
稜

せ

る
窯

で
は
、

イ
タ
リ
ー

も

ヨ
ー

ロ
ッ
パ

の
諸

他

の
國
家

に
劣

ら
な

い
こ
と
で
あ

る
。
而
し

て
今

日
、

恐
慌
か

ら
冤
れ
る

こ
と
が
出

來

る
の
は
、
た

穿
、
サ

ビ

ェ
ー
ト
維
濟

が
あ
る
に
過
ぎ
な

い
。」
働
斯
檬

に
、

フ
ア
ッ

シ
ズ

ム
経
濟

の
實
践

は
今
爾

ほ
同
淺
く
、
從

つ
て
そ

の
完
成
が
も
た

ら
す
所

の
成
果
を
見

る
ま

で
に
は
立
ち
至

つ
て
居
な

い
。
從

つ
て
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ
ム
経
濟

の
先

騙
を
な
し

た
伊
太
利

や
猫

乙
な

ど
に
於

い
て
も
、
そ

の
他

の
資
本

主
義
諸
國

と
同

じ
様

に
経

濟
恐
慌

か
ら
脱
却

し
得
な

い
機

み
が
依
然

と
し

プ
ア
ツ
シ
ズ
ム
輝
濟
論

二
九



■

◎

プ
ア
ツ
シ
ズ

ム
脛
濟
論

三
〇

て

つ
き

ま

と

つ

て

ゐ
る

の
を

観

る
。

吾

々
は
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
経

濟

が
實

践

的

に
完

成

の
域

に
達

せ
ナ

未
稜

達

の
状

態

に

あ
る
場

合

に
於

い

て
さ

へ
も
、

理

論

的

に

そ
れ

を
批

判

し
得

る

が
、
併

し

そ

れ

は

ボ

ル

シ

ェ
ビ

ズ

ム
の
問
題

と
共

に
後

に
譲

り

、

し

ば

ら

く

現
實

の
歴

史

の
足

ど
り

を
注

意

深
く

み
ま

も

る

事

に
し

よ

う
。

ボ

ル

シ

並
ビ

ズ

ム

の
外

に
於

け

る
歴

史

の
現
實

の
歩

み

は
、

次

第

々

々
に

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム

の
成

長

へ
と
向

ふ
で
あ

ら

う
。

そ

の

一
歩

一
歩

に
於

い
て
、

フ
ァ
ッ

シ
ズ

ム
は

果

し

て
よ
く

所

期

の
目

的

の
達

成

へ
と

近
付

い
て
行

く

で
あ

ら
う

か
?
・

吾

々
は
、

こ
れ

に
封

す

る
實

践

の
批

判

を
刮

目

す

る

。
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